


母
校
と
い
う
の
は
、
こ
こ
で

学
ん
で
本
当
に
良
か
っ
た
と
い

う
学
び
舎
で
あ
り
、
楽
し
み
が

溢
れ
、
輝
き
に
満
ち
た
場
所
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
サ
ー

ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

多
く
の
友
人
を
作
る
と
同
時
に
、

学
業
以
外
に
真
に
打
ち
込
め
る

も
の
を
発
見
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
こ
れ
ま
で
持
ち
続
け
て

こ
ら
れ
た
夢
と
勇
気
と
希
望
を

も
っ
て
、
本
日
こ
こ
に
学
生
生

活
の
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
温
故
知
新
」
と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す

が
、
本
学
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
り
ま
す
と
、

一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
年
）、
理
事
長

の
祖
父
高
木
吉
彦
先
生
が
大
川
市
に
高

木
眼
科
医
院
を
開
業
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
年
）、
父

上
様
の
高
木
維
彦
先
生
が
放
射
線
科
と

胃
腸
科
を
加
え
て
高
木
外
科
医
院
を
開

院
さ
れ
、
後
に
、
現
理
事
長
の
高
木
邦

格
先
生
が
副
理
事
長
と
し
て
参
加
さ
れ
、
現
在

の
高
木
病
院
と
し
て
九
州
有
数
の
病
院
に
発
展

し
ま
し
た
。
こ
の
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
基

盤
に
、
一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）、
こ
の
大
田

原
の
地
に
、
医
療
福
祉
専
門
職
の
養
成
と
そ
の

地
位
向
上
を
目
指
し
た
、
日
本
で
初
め
て
の
医

療
福
祉
の
総
合
大
学
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
が

開
学
し
ま
し
た
。

日
本
は
現
在
一
〇
〇
年
に
一
度
の
経
済
危
機

に
直
面
し
、
同
時
に
少
子
高
齢
社
会
に
突
入
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
我
が
国
は
潜
在
的
に
世
界

に
冠
た
る
健
康
長
寿
国
で
あ
り
、
科
学
・
技
術

立
国
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
ブ
ラ
ン
ド
を
有
し

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
特
に
、
昨
年
末
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
成

長
戦
略
（
基
本
方
針
）
に
は
六
つ
の
戦
略
分
野

が
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
「
ラ
イ
フ
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
健
康
大
国
戦
略
」
で
、
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化
や
革
新
的
な
医
薬

品
・
医
療
・
介
護
技
術
の
研
究
開
発
推
進
な
ど

を
う
た
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
医
療
福
祉
の

現
場
は
大
き
な
変
革
を
迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
中
で
先
導
者
に
な
る
た
め
に
、

今
一
度
、
本
学
の
「
建
学
の
精
神
」
を
心
に
深

く
留
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
病
め
る
人
も
障
害
を
持
つ
人
も
、

健
康
な
人
も
お
互
い
が
そ
の
人
の
人
格
を
認
め

合
っ
て
「
共
に
生
き
る
社
会
」
を
目
指
す
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
本
年
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
開
催
さ

れ
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
駐
日
カ
ナ

ダ
大
使
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
フ
リ
ー
ド
氏
が
我
々

の
建
学
の
精
神
と
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
お
り
ま

す
。
カ
ナ
ダ
政
府
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
全
く
区
別
し
な
い
で
開
催
し
た
の

は
、“
障
害
を
持
つ
人
も
健
康
な
人
も
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
と
し
て
の
精
神
は
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
に

真
摯
な
気
持
ち
で
参
加
す
る
人
は
全
て
平
等
で

あ
る
”
と
い
う
カ
ナ
ダ
人
の
認
識
か
ら
だ
そ
う

で
す
。
今
後
、
医
療
福
祉
の
専
門
職
を
め
ざ
す

皆
様
は
、〝
自
分
で
考
え
、
自
分
で
責
任
を
も
っ

て
行
動
で
き
る
「
独
立
し
て
生
き
る
力
」〞
と
〝

他
人
の
心
の
痛
み
を
感
じ
、
利
害
得
失
を
超
え

て
新
し
い
協
力
関
係
を
作
り
出
す
こ
と
の
で
き

る
「
協
力
し
て
生
き
る
力
」〞
を
兼
ね
備
え
た
人

間
に
な
る
こ
と
こ
そ
、
医
療
福
祉
の
先
導
者
の

真
の
精
神
と
思
わ
れ
ま
す
。
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部）・中國秀章（情報教育センター）・田中繁（大学院）・菊池勝博
（栃木・事務局）・小貫由美子（栃木・事務局）・今井清健（小田原・
事務局）・望月秀樹（九州・事務局）・金井雅之（東京・事務局）

平
成
二
二
年
度

学
部
入
学
式
並
び
に
大
学
院
入
学
式

国
際
医
療
福
祉
大
学
　
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス

期
日
　
平
成
二
二
年
四
月
三
日
（
土
）

会
場
　
那
須
ア
ス
リ
ー
ナ
一
階

式
次
第

校
歌
斉
唱

式
辞

来
賓
祝
辞

新
入
生
誓
い
の
こ
と
ば

学
部
長
・
学
科
長
紹
介

医
療
福
祉
学
研
究
科
　
修
士
課
程
　

保
健
医
療
学
専
攻
　
放
射
線
・
情
報
科
学
分
野

鈴
木
健
太
さ
ん

従
来
の
医
療
に
対

す
る
考
え
や
実
態
の

見
直
し
に
よ
り
、
現

在
は
少
子
高
齢
社
会

に
お
け
る
生
活
の
質

を
重
要
視
し
て
い
ま

す
。
医
療
従
事
者
は

全
て
の
患
者
様
に
満

ち
足
り
た
医
療
を
提

供
す
る
よ
う
努
め
、
そ
の
医
療
は
患
者
様
自
ら

が
選
択
す
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

医
療
や
福
祉
を
提
供
す
る
私
た
ち
は
高
い
質
を

備
え
た
医
療
従
事
者
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ

ま
す
。
こ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
優
れ
た

専
門
分
野
の
教
授
の
下
、
さ
ら
な
る
知
識
と
技

術
を
習
得
す
る
と
共
に
幅
広
い
視
野
を
養
い
、

そ
の
力
を
全
て
の
人
に
提
供
し
、
社
会
貢
献
の

一
助
た
り
う
る
人
間
に
な
り
た
い
と
決
意
し
て

お
り
ま
す
。

新
入
生
誓
い
の
こ
と
ば
（
抜
粋
）

薬
学
部
薬
学
科

齋
藤
美
紀
さ
ん

将
来
、
医
療
福
祉

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

し
て
地
域
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
な
る
た

め
に
、
先
生
方
の
ご

指
導
の
も
と
、
様
々

な
知
識
や
技
術
を
身

に
つ
け
て
い
く
こ
と

は
も
ち
も
ん
、
同
じ

目
的
を
持
っ
た
多
く
の
人
々
と
親
交
を
深
め
、

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
共
に
成
長
し
、
幅
広
い
教

養
や
豊
か
な
心
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
希
望
に
満
ち
た
大
学
生
活
は
、
今
ま
さ
に

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
私
た
ち
新
入
生
一
同

は
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
に
入
学
で
き
た
喜
び

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
大
学
の
学
生
と
し

て
の
自
覚
と
誇
り
を
胸
に
、
決
意
も
新
た
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
す
る
こ
と

を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。

平成２２年度新入生概要
■学部 １４５４名

［大田原キャンパス］ １０１４名
保健医療学部 ６０７名
看護学科 １３１名
理学療法学科 １０１名
作業療法学科 ９７名
言語聴覚学科 ９２名
視機能療法学科 ５０名
放射線・情報科学科 １３６名

医療福祉学部 １８４名
医療福祉・マネジメント学科 １８４名

薬学部 ２２３名
薬学科 ２２３名

［小田原キャンパス］ １６５名
小田原保健医療学部 １６５名
看護学科 ５２名
理学療法学科 ６０名
作業療法学科 ５３名

［福岡天神キャンパス］ １０２名
福岡看護学部名 １０２名
看護学科 １０２名

［大川キャンパス］ １７３名
福岡リハビリテーション学部 １７３名
理学療法学科 ８３名
作業療法学科 ４５名
言語聴覚学科 ４５名

■大学院 ３０８名
医療福祉学研究科 ２９９名
修士課程保健医療学専攻 １３１名
修士課程医療福祉経営専攻 ６８名
修士課程臨床心理学専攻 ２５名
博士課程保健医療学専攻 ７５名

薬科学研究科 ９名
修士課程生命薬科学専攻 ９名

式が終わりインタビューを受ける新入生

学
長
式
辞
（
要
旨
）北

島
政
樹
学
長

2

「
那
須
こ
ど
も
の
家
」
の
開
設
に
あ
た
っ
て

は
、
財
団
法
人
Ｊ
Ｋ
Ａ
か
ら
補
助
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

また、この日は、大田原キャンパス内に開設された情
緒障害児短期治療施設「那須こどもの家」の内覧会が行
われ、入学式終了後、大学院入学祝賀会と合同で開設祝
賀会がとり行われた。
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TAWARA Campus 第15回運動会

IUHW 2010.7.20 感謝●今年も写真部のご協力をいただきました。ありがとうございました。

第14回 運 動 会
5月22日（土）、大田原キャンパスに
おいて、第15回運動会が開催された。
曇り空から時折日差しがのぞく天候。
強い直射や砂煙を舞い上げる風に邪
魔されることなく、さながら絶好の
運動会日和。

i n  O
-

T A W A R A  C a m p u s

実行委員長の薬学科2年

山口圭介さん
本当はこれを手にするために戦っている
はずなのに…。お昼のお弁当や飲み物と
いっしょに扱われている優勝杯。

名物の応援合戦は看護学科が貫禄の連続優勝。し
かし、今年は趣向・実力ともかなり伯仲してきた
ように見えた。総合成績は理学療法学科が連続優
勝。こちらも作業療法学科が迫っており、来年は
４年ぶりの復活優勝もあるか？



開
学
以
来
五
年
目
を
迎
え
、
毎
年
春
と
秋
に

開
催
し
恒
例
と
な
っ
た
「
市
民
公
開
講
座
」
を

六
月
二
〇
日
（
日
）
に
開
講
し
た
。
小
田
原
キ

ャ
ン
パ
ス
で
は
、
毎
年
二
回
市
民
公
開
講
座
を

開
講
し
て
い
る
が
、
例
年
、
前
期
は
体
験
型
の

講
座
を
開
講
し
て
い
る
。
こ
の
公
開
講
座
は
、

本
学
の
基
本
理
念
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
社
会
に

開
か
れ
た
大
学
」
を
実
践
す
る
た
め
に
、
昨
年

一
二
月
、「
市
民
公
開
講
座
実
行
委
員
会
」（
実

行
委
員
長:

柊
幸
伸
理
学
療
法
学
科
准
教
授
）
を

立
ち
上
げ
検
討
を
始
め
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
測
ろ
う
！
心
と
体
の
健

康
―
心
体
力
を
美
し
く
み
が
こ
う
―
」
に
決
ま

り
、
七
カ
月
の
準
備
期
間
を
経
て
当
日
を
迎
え

た
。
参
加
学
生
は
一
・
二
年
生
全
員
の
三
二
二

名
。
一
年
生
は
主
に
来
場
者
向
け
の
接
遇
・
誘

導
、
二
年
生
は
講
座
の
実
施
・
説
明
等
を
担
当

し
た
。
こ
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
年
生

全
員
を
対
象
と
し
た
接
遇
講
習
会
を
六
月
一
五

日
（
火
）
に
開
催
し
た
。
マ
ナ
ー
の
基
本
と
し

て
①
挨
拶
、
②
表
情
、
③
態
度
、
④
身
だ
し
な

み
、
⑤
言
葉
遣
い
、
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

市
民
公
開
講
座
の
定
着
と
と
も
に
、
今
年
度

は
広
報
活
動
に
も
変
化
が
見
ら
れ
た
。
例
年
通

り
、
小
田
原
市
広
報
誌
や
地
元
タ
ウ
ン
誌
へ
記

事
掲
載
を
依
頼
し
、
小
田
原
市
内
全
戸
に
配
布

し
た
。
ま
た
、
小
田
原
市
や
近
隣
市
役
所
・
町

役
場
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
と
チ
ラ
シ
配
布
、
過

去
に
市
民
公
開
講
座
に
参
加
さ
れ
た
方
へ
ご
案

内
状
送
付
を
行
っ
た
が
、
更
に
今
年
は
地
元
の

新
聞
記
者
ク
ラ
ブ
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
に
も
取
材
を
依
頼
し
た
と
こ

ろ
、
地
元
小
田
原
市
の
ラ
ジ
オ
局
「
Ｆ
Ｍ
お
だ

わ
ら
」
の
番
組
内
で
、
市
民
公
開
講
座
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
た
だ
い
た
。
事
前

の
打
ち
合
わ
せ
後
、
六
月
一
九
日
（
土
）、
柊
実

行
委
員
長
が
Ｆ
Ｍ
お
だ
わ
ら
の
ス
タ
ジ
オ
を
訪

問
。
生
放
送
で
番
組
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の

質
問
に
答
え
る
形
式
で
、
市
民
公
開
講
座
の
内

容
を
紹
介
し
、
リ
ス
ナ
ー
に
来
場
を
呼
び
か
け

た
。そ

し
て
迎
え
た
市
民
公
開
講
座
当
日
。
梅
雨

期
独
特
の
ど
ん
よ
り
し
た
天
候
で
は
あ
っ
た
が
、

雨
が
降
る
こ
と
な
く
、
二
一
一
名
と
多
く
の
市

民
の
方
に
来
場
し
て
い
た
だ
い
た
。

で
は
、
今
年
の
主
な
講
座
を
覗
い
て
み
よ
う
。

ま
ず
は
、
恒
例
の
バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
。
学

生
に
よ
る
血
圧
測
定
、
身
体
測
定
だ
け
で
な
く
、

今
年
は
血
管
年
齢
や
骨
密
度
も
測
定
。
ま
た
、

国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
の
看
護
師
・
保

健
師
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
バ
イ
タ
ル
チ

ェ
ッ
ク
後
の
保
健
指
導
・
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
た
。
来
場
者
の
多
く
の
方
が
、
毎

年
測
定
し
、
自
分
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て

お
ら
れ
、
好
評
を
博
し
て
い
る
名
物
コ
ー
ナ
ー
。

続
い
て
「
今
年
も
わ
く
わ
く
体
力
測
定
」
で
筋

力
、
柔
軟
性
、
敏
捷
性
な
ど
を
測
定
。
毎
年
来

場
し
て
い
る
方
は
昨
年
の
数
値
と
比
較
し
た
り
、

体
力
を
落
と
さ
な
い
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
た
り
し
て
い
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
障
害
と
予
防
」
で
は
、
ス
ト
レ
ッ

チ
や
テ
ー
ピ
ン
グ
で
怪
我
を
予
防
す
る
手
法
を

伝
授
し
て
い
た
。

今
年
は
心
に
関

す
る
講
座
も
開

講
。「
心
の
エ
コ

度
を
測
り
ま
し
ょ

う
」
で
は
、
質
問

紙
を
用
い
た
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

と
、
ス
ト
レ
ス
を

癒
す
た
め
の
ハ
ー

ブ
テ
ィ
ー
試

飲
や
瞑
想
体

験
が
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
を

設
け
た
。

「
子
ど
も

と
遊
び
と
脳

の
発
達
」
で

は
、
お
手
玉

や
あ
や
と
り

等
の
「
伝
承

遊
び
」
が
、

脳
の
発
達
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
を

解
説
。
実
際
に
伝
承
遊
び
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

そ
の
他
、
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者
向
け
の

「
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
大
集
合
」
で
は
、
サ
ッ
カ
ー

を
通
じ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
授
。「
高
校
生
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ

ン
ス
」
で
は
、
各
学
科
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
学

生
に
よ
る
学
生
生
活
相
談
、
入
試
に
関
す
る
情

報
提
供
、
入
試
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
更
に
、

制
服
（
白
衣
等
）
を
着
て
の
記
念
撮
影
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
、
普
段
着
る
こ
と
の
な
い
看
護
師
や

理
学
・
作
業
療
法
士
の
医
務
衣
に
身
を
包
み
、

記
念
撮
影
を
す
る
高
校
生
の
姿
が
見
受
け
ら
れ

た
。市

民
公
開
講
座
で
は
、
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
て
い
る
。
来
場
者
か
ら
は
「
学
生
の

対
応
が
素
晴
ら
し
い
」「
生
活
に
役
立
つ
講
座
が

多
い
の
で
あ
り
が
た
い
」「
入
試
の
説
明
や
学
校

生
活
の
話
を
聞
い
て
入
学
し
た
く
な
っ
た
」「
次

回
も
参
加
し
た
い
」
等
、
温
か
い
コ
メ
ン
ト
が

多
く
寄
せ
ら
れ
、
学
生
や
教
職
員
に
大
き
な
励

み
と
な
っ
た
。

（
総
務
課
　
高
久
晃
）
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看
護
形
態
機
能
学
Ⅰ
（
形
態
）
で
の
試
み

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
解
剖
学
（
形
態
学
）
で

は
、
学
生
に
い
か
に
骨
や
筋
肉
、
血
管
や
神
経

に
興
味
を
持
っ
て
覚
え
て
も
ら
う
か
苦
慮
し
て

い
る
。
形
態
学
で
は
、
実
際
に
肉
眼
的
解
剖
実

習
を
通
し
て
学
ば
せ
る
の
が
効
果
的
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
一
度
の
実
習
が
限
度
で
そ
れ
以

上
の
機
会
は
な
か
な
か
与
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
。そ

こ
で
、
今
回
、
今
年
四
月
に
入
学
し
た
一

年
生
の
看
護
形
態
機
能
学
Ⅰ
（
形
態
）
の
講
義

に
お
い
て
、
骨
モ
デ
ル
を
作
る
こ
と
の
で
き
る

ク
ラ
フ
ト
キ
ッ
ト
を
グ
ル
ー
プ
で
一
体
作
製
し

て
も
ら
い
教
育
効
果
を
狙
っ
た
。
事
前
に
看
護

形
態
機
能
学
担
当
の
教
員
二
人
で
一
体
作
っ
て

み
た
が
な
か
な
か
難
し
く
、
学
生
が
果
た
し
て

き
ち
ん
と
作
成
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
本
当
に
学

習
効
果
が
期
待
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
半
信
半

疑
の
ま
ま
進
め
た
。
一
グ
ル
ー
プ
は
八
〜
九
人

で
一
四
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
。
学
生
に
は
最
初

の
一
コ
マ
は
ク
ラ
フ
ト
作
製
の
演
習
に
充
て
た

が
、
講
義
の
間
な
ど
空
い
た
時
間
を
利
用
し
て

作
成
す
る
よ
う
に
一
ヶ
月
半
の
猶
予
を
与
え
、

完
成
後
は
各
骨
に
日
本
語
で
名
前
を
書
き
入
れ

る
こ
と
を
課
題
と
し
た
。

一
ヵ
月
半
後
、
各
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
完
成
度

に
多
少
の
差
は
み
ら
れ
た
も
の
の
、
骨
の
形
態

を
成
し
て
お

り
、
そ
の
一
つ

一
つ
の
骨
に
は

小
さ
く
日
本
語

で
名
称
が
書
か

れ
て
い
た
。
作

製
途
中
で
は
、

「
え
ー
っ
、
椎

骨
っ
て
こ
ん
な

風
に
つ
な
が
っ

て
い
る
ん
だ
」

と
か
、「
こ
の

骨
は
大
腿
骨
だ

よ
ね
」「
完
成

す
る
の
が
楽
し

み
」
と
い
う
声

が
聞
か
れ
、
ま

だ
こ
の
演
習
に

つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
集
計
は

終
わ
っ
て
い
な

い
が
、
骨
に
興

味
を
持
つ
と
い
う
一
定
の
効
果
は
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
講
義
の

半
コ
マ
を
利
用
し
て
、
大
ま
か
な
骨
の
確
認
を

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
行
っ
た
。
各
自
の
学
習
時
間

や
興
味
な
ど
に
差
が
あ
り
、
は
っ
き
り
と
し
た

学
習
効
果
と
し
て
は
数
値
で
出
す
こ
と
は
難
し

い
が
、
ク
ラ
フ
ト
作
製
前
後
に
骨
へ
の
興
味
の

変
化
な
ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
結
果
を
次
年
度
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

現
在
骨
た
ち
は
、
八
月
一
日
の
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
で
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ま
で
、
ひ
っ
そ

り
と
控
え
室
で
待
っ
て
い
る
。

初
め
て
の
臨
地
実
習
を
終
え
て

六
月
七
日
か
ら
一
一
日
ま
で
、
基
礎
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
Ⅱ
で
一
年
生
は
初
め
て
の
臨
地
実
習
を
経

験
し
、
そ
の
反
省
会
が
最
終
日
に
行
わ
れ
た
。

学
生
は
五
つ
の
実
習
施
設
に
分
か
れ
、
初
対

面
の
患
者
様
と
短
時
間
で
は
あ
っ
た
が
会
話
し

た
り
、
一
人
の
看
護
師
に
付
き
添
っ
て
実
際
の

看
護
業
務
の
見
学
を
行
っ
た
。
学
生
は
こ
の
時

の
患
者
様
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
の
感
想
や

振
り
返
り
、
初
め
て
触
れ
あ
っ
た
現
場
の
看
護

師
に
つ
い
て
の
感
想
な
ど
各
病
棟
に
分
か
れ
て

発
表
し
た
。
全
体
的
な
発
表
内
容
は
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法
を
学
校
で
習

っ
た
が
、
話
し
や

す
い
位
置
は
人
に

よ
っ
て
違
う
こ
と

が
わ
か
っ
た
」、

「
視
線
を
合
わ
せ

て
話
す
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
た
」、

「
初
め
て
出
会
う

患
者
様
と
話
す
時
に
、
患
者
様
に
与
え
る
第
一

印
象
は
大
切
な
の
で
身
だ
し
な
み
に
気
を
つ
け

よ
う
と
思
っ
た
」「
看
護
師
は
頭
の
中
で
い
つ
も

次
の
仕
事
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

患
者
様
と
接
す

る
時
に
は
、
い

つ
も
笑
顔
で
対

応
し
て
い
た
」

な
ど
で
あ
っ
た
。

中
に
は
「
患
者

様
と
話
す
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ

う
か
と
最
初
不

安
に
思
っ
て
い

た
が
、
少
し
ず

つ
慣
れ
て
い
っ

て
最
後
の
日
に
は
涙
で
お
別
れ
で
し
た
」
と
短

い
実
習
の
中
で
貴
重
な
体
験
を
し
た
学
生
も
い

た
。
ま
た
、「
自
分
の
中
で
看
護
師
に
な
り
た
い

気
持
ち
と
、
本
当
に
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い
け

る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
」
を
感
じ
た
学
生

も
い
た
が
、「
看
護
師
に
な
り
た
い
気
持
ち
が
よ

り
一
層
強
く
な
っ
た
」
と
発
表
し
た
学
生
も
多

か
っ
た
。
中
で
も
、
頼
も
し
い
と
感
じ
た
の
は
、

「
患
者
様
の
看
護
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
学
校

で
も
っ
と
勉
強
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
の

で
、
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
」
と
い
う
意
見
が
出

た
こ
と
で
あ
る
。

今
回
、
高
校
を
二
か
月
前
に
卒
業
し
た
ば
か

り
の
一
年
生
を
臨
地
実
習
で
指
導
し
て
感
じ
た

こ
と
は
、
患
者
様
の
状
態
や
発
言
に
素
直
に
感

じ
る
新
鮮
な
心
で
あ
る
。
筆
者
も
遠
い
昔
の
初

心
を
思
い
起
こ
し
て
看
護
教
育
に
真
摯
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と
思
っ
た
。

（
福
岡
看
護
学
部
　
シ
ェ
リ
フ
多
田
野
亮
子
）
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ODAWARA Campus report 小田原キャンパスレポート
s    s    s    s    s

福岡天神キャンパスレポート
s    s    s    s    s 154第4回 第15回

ＦＭおだわらのスタジオで。（右が柊准教授）

バイタルチェックコーナーで毎年チェックする人も。ストレスを癒す瞑想を体験中

親子で入試相談コーナーを訪れる

写
真
右：

グ
ル
ー
プ
で
製
作
。
手
先
の
器
用
な
人
が
リ
ー
ド
？

写
真
右
下：

頭
蓋
骨
の
ア
ッ
プ

写
真
下：

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
控
え
室
で
待
機
す
る
骨
た
ち

臨地実習発表会の様子

貴重な体験をしっかり共有できた
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福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
・
福
岡

看
護
学
部
合
同
入
学
式

四
月
五
日
（
月
）、
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
部
お
よ
び
福
岡
看
護
学
部
、
大
学
院
九
州

地
区
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
合
同
入
学
式

が
、
福
岡
市
民
会
館
に
て
挙
行
さ
れ
た
。

福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
一
七
三
名

（
理
学
療
法
学
科
八
三
名
、
作
業
療
法
学
科
四
五

名
、
言
語
聴
覚
学

科
四
五
）、
福
岡

看
護
学
部
看
護
学

科
一
〇
二
名
、
ま

た
、
大
学
院
は
福

岡
・
大
川
・
熊
本

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
に
合
計
三

三
名
（
博
士
課
程

六
名
、
修
士
課
程

二
七
名
）
が
入
学
し
た
。
式
に
は
多
数
の
ご
来

賓
や
保
護
者
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
医
療
専
門

職
と
し
て
の
活
躍
を
夢
見
る
新
入
生
の
門
出
を

祝
福
し
た
。

北
島
政
樹
学
長
、
開
原
成
允
大
学
院
長
の
式

辞
に
続
き
、
高
木
邦
格
理
事
長
が
挨
拶
し
新
入

生
を
激
励
し
た
。
続
い
て
植
木
光
治
大
川
市
長
、

石
井
美
栄
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
よ
り
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
を
受
け
て
新
入
生
を
代
表
し
て
、
福
岡

看
護
学
部
看
護
学
科
の
岩
井
柚
樹
さ
ん
が
、「
多

く
の
関
連
施
設
を
持
ち
、
最
適
な
環
境
が
揃
い
、

最
新
の
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
学
べ
る
こ
と

に
大
き
な
魅
力
を
感
じ
、
入
学
を
希
望
致
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
へ
の
入

学
が
叶
っ
た
今
、
生
命
尊
厳
へ
の
畏
敬
の
心
を

持
ち
、
人
間
へ
の
深
い
愛
に
あ
ふ
れ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
う
と
い
う
方
針
に
そ

っ
て
、
人
間
的
に
も
大
き
く
成
長
出
来
る
よ
う
、

日
々
努
力
し
た
い
と
う
い
う
気
持
ち
を
新
た
に

し
て
い
ま
す
。
新
入
生
一
同
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢

や
目
標
に
向
か
っ
て
、
一
生
懸
命
学
業
に
励
み
、

福
岡
看
護
学
部
、
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
部
の
学
生
と
し
て
、
意
義
あ
る
大
学
生
活
を

送
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。」
と
力
強
い
誓

い
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
。

ま
た
、
大
学
院

新
入
生
を
代
表
し

て
、
医
療
福
祉
学

研
究
科
保
健
医
療

学
専
攻
作
業
療
法

学
分
野
の
森
山
雄

次
さ
ん
が
、「
大
学

院
で
の
今
後
の
研

究
活
動
は
、
私
自

身
を
さ
ら
な
る
成

長
へ
と
導
く
も
の
に
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
私
達
、
新
大
学
院
生
は
、
新
た
な
目
標
に

向
か
っ
て
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分
野
に
と

ど
ま
る
こ
と
な
く
、
広
い
視
野
を
持
ち
、
社
会

的
意
義
の
あ
る
研
究
活
動
に
努
め
る
こ
と
を
こ

こ
に
誓
い
ま
す
。」
と
同
じ
く
力
強
い
誓
い
の
こ

と
ば
を
述
べ
た
。

三
校
合
同
大
運
動
会

五
月
一
六
日
（
日
）、
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
学
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
「
三
校
合
同
大
運

動
会
」
が
行
わ
れ
た
。
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
学
部
、
柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
、

大
川
看
護
福
祉
専
門
学
校
か
ら
総
勢
九
〇
〇
名

の
学
生
、
教
職
員

が
集
結
し
た
。
福

岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
部
は
、

五
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、
全
八
チ
ー
ム

対
抗
戦
で
の
運
動

会
と
な
っ
た
。

昨
年
は
生
憎
の

雨
に
よ
り
中
止
と

な
っ
た
が
、
今
年

は
晴
天
に
恵
ま
れ

絶
好
の
運
動
会
日

和
と
な
り
、
実
行
委
員
長
の
開
会
宣
言
で
の
幕

開
け
と
な
っ
た
。

「
棒
引
き
」「
障
害
物
競
走
」「
玉
入
れ
」
と
順

調
に
進
み
、
午
前
の
部
、
最
後
の
種
目
「
教
職

員
対
抗
競
技
」
で
は
、
教
職
員
が
サ
ッ
カ
ー
ボ

ー
ル
、
ナ
ー
ス
服
、
宇
宙
服
な
ど
を
身
に
ま
と

っ
て
走
る
仮
装
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
た
。
普
段
は

見
ら
れ
な
い
教
員
の
姿
に
学
生
た
ち
の
応
援
も

熱
が
入
っ
て
い
た
。

例
年
、
運
動
会
の
目
玉
と
な
っ
て
い
る
昼
休

み
に
行
わ
れ
た
応
援
合
戦
は
、
各
校
と
も
趣
向

を
凝
ら
し
た
内
容
で
、
見
事
に
息
の
合
っ
た
ダ

ン
ス
を
披
露
し
、
練
習
の
成
果
が
充
分
に
発
揮

さ
れ
た
。
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
も

二
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
女
子
高
生
に
扮
し
た
男

子
学
生
が
観
客
を
沸
か
せ
た
。

午
後
の
部
は
、「
綱
引
き
」「
大
玉
転
が
し
」

と
続
き
、
そ
し
て
最
終
種
目
、
例
年
一
番
の
盛

上
り
を
み
せ
る
「
チ
ー
ム
対
抗
リ
レ
ー
」。
福
岡

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
Ｅ
チ
ー
ム
（
理
学

療
法
学
科
二
年
一
組
、
作
業
療
法
学
科
二
年
・

三
年
合
同
）
が
見
事
一
着
で
ゴ
ー
ル
。

一
致
団
結
し
て
頑
張
っ
た
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
学
部
Ｅ
チ
ー
ム
が
そ
の
ま
ま
総
合
優

勝
し
、
閉
会
宣
言
を
も
っ
て
、
三
校
合
同
大
運

動
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

（
入
試
・
広
報
部
　
高
田
奈
弥
）

大 川 キ ャ ン パ ス レ ポ ー ト
s    s    s    s    s 19第19回

言
語
聴
覚
学
科

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
開
催

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
は
、
教
育
・
雇
用
・
産
業
政

策
の
連
携
強
化
に
伴
い
、
文
部
科
学
省
を
中
心
に
若

者
の
職
業
意
識
を
高
め
よ
う
と
す
る
企
画
で
あ
る
。

全
国
の
高
校
教
育
で
導
入
さ
れ
て
お
り
、
高
校
生
は

関
心
の
あ
る
職
場
体
験
を
行
う
な
ど
し
て
就
労
意
義

や
職
業
観
を
養
う
。

こ
の
よ
う
な
社
会
背
景
を
受
け
、
本
学
科
で
は
今

年
三
月
二
七
日
（
土
）
を
最
初
に
、
計
八
回
の
「
キ

ャ
リ
ア
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
言
語
聴
覚
セ
ン

タ
ー
）
を
開
催
し
て
い
る
。

受
付
後
、
白
衣
に
着
替
え
て
顔
写
真
を
撮
影
し
、

写
真
入
り
の
大
学
ロ
ゴ
マ
ー
ク
付
き
名
札
着
用
で
、

「
立
派
な
専
門
家
」
に
大
変
身
！
直
前
ガ
イ
ダ
ン
ス

は
、
実
際
の
臨
床
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
な
が
ら
の
雰

囲
気
で
行
う
。
聴
力
検
査
や
発
声
機
能
検
査
等
を
疑

似
体
験
し
、
本
学
科
の
教
員
が
実
際
に
担
当
し
て
い

る
患
者
さ
ん
の
臨
床
の
場
に
参
加
す
る
。

五
月
八
日
、
二
九
日
は
小
児
領
域
が
対
象
。
高
校

生
は
緊
張
し
な
が
ら
も
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
が

と
て
も
う
ま
く
、
将
来
、
ぜ
ひ
言
語
聴
覚
士
を
目
指

し
て
欲
し
い
と
思
わ
せ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
っ

た
。
事
後
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
で
は
、「
面
白
か
っ
た
」

「
言
語
聴
覚
士
に
な
り
た
い
」「
こ
の
学
科
に
入
り
た

い
」
と
い
っ
た
嬉
し
く
も
頼
も
し
い
感
想
が
多
く
出

た
。
言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
の
言
語
聴
覚
士
が
同
席
し

た
昼
食
会
で
は
、
言
語
聴
覚
士
が
実
際
に
経
験
し
た

魅
力
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
こ
の
大
学
の
素
晴
ら
し
さ

等
を
共
有
し
、
充
実
し

た
一
日
を
過
ご
し
た
。

言
語
聴
覚
士
と
い
う

専
門
職
が
よ
り
多
く
の

人
に
浸
透
し
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

（
言
語
聴
覚
学
科
　

准
教
授
　
前
新
直
志
）

オープンキャンパスレポート

模擬カンファランス

写
真
右：

教
員
の
説
明
を
聞
く
親
子
（
医
療
福
祉
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
科
）

写
真
左：

北
島
学
長
に
よ
る
大
学
紹
介

写
真
上：

実
際
の
手
術
器
具
を
扱
う
（
看
護
学
科
）

写
真
下：

脳
力
測
定
中
！
（
言
語
聴
覚
学
科
）

牽
引
を
体
験
す
る
女
子
生
徒
（
理
学
療
法
学
科
）

レザークラフトを体験する（作業
療法学科）

写真左：カフェテリ
アで先輩から直接話
を聞く女子生徒
写真右：マンモグラ
フィの説明を聞く男
子生徒（放射線・情
報科学科）

6月12日（土）、大田原キャンパスで今期2回目のオープンキャンパスが開催された。来場
者数は昨年の同時期より多い約640名。
次回以降のオープンキャンパスの予定は、8月1日（日）・8月4日（水）・8月21日（土）・
10月16日（土）・10月17日（日）で、10月16日と17日は風花祭と同時開催。（東京広報室）

Open Campus report

今日からいっしょに学ぶ仲間たち

新入生代表の岩井柚樹さん

大学院新入生代表の森山雄次さん

チーム対抗リレーでトップのテープを切る

総合優勝の福岡リハビリテーション学部Eチーム



看
護
学
科
告
知

日
程：

一
一
月
二
七
日
（
土
）

参
加
費：

三
〇
〇
〇
円
（
昼
食
代
別
）

定
員：

六
〇
名

問
合
わ
せ：

〇
二
八
七
―
二
四
―
三
〇
七
一

★
詳
細
は
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

が
ん
患
者
を
と
り
巻
く
療
養
環
境
は
、
在
院

日
数
短
縮
に
伴
い
病
院
か
ら
在
宅
へ
移
行
し
て

い
ま
す
が
、
様
々
な
理
由
で
看
護
職
等
は
退
院

調
整
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
入
院
時

か
ら
退
院
調
整
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
退
院
調
整
の
難
し
さ
に
加
え
、
緩
和
ケ

ア
等
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

本
学
習
会
で
は
、
が
ん
患
者
を
中
心
に
病
院

と
訪
問
看
護
師
の
連
携
を
通
し
て
、
患
者
が
療

養
の
場
を
自
ら
選
択
で
き
る
よ
う
な
支
援
方
法

に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

は
じ
め
に
福
島
道
子
看
護
学
科
長
が
退
院
調

整
に
関
す
る
総
論
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

次
に
、
茨
城
県
立
中
央
病
院
・
茨
城
県
地
域
が

ん
セ
ン
タ
ー
看
護
局
長
で
が
ん
専
門
看
護
師
の

角
田
直
枝
先
生
か
ら
退
院
困
難
な
事
例
と
解
決

策
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
あ
す
か
山

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
副
局
長
で
訪
問
看
護

認
定
看
護
師
の
田
中
道
子
先
生
か
ら
病
院
と
の

連
携
に
つ
い
て
事
例
を
交
え
な
が
ら
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
す
。
最
後
に
、
皆
様
と
の
意
見
交
換

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
退
院
調
整
の
難
題
の
解
決
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
、
お
忙
し
い
日
々
、
一
時
最

看
護
学
科
公
開
学
習
会

―
が
ん
患
者
の
意
思
を
尊
重
す
る

退
院
調
整
と
支
援
―

新
の
情
報
に
お
耳
を
傾
け
に
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。

（
看
護
学
科
　
講
師
　
今
井
栄
子
）

本
看
護
学
科
で
は，
教
員
の
教
育
実
践
の
能

力
向
上
つ
ま
りF

aculty
D
evelopm

ent

を

目
的
に
、
毎
年
教
育
に
関
す
る
企
画
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
教
員
の
研
究
の
能
力

を
向
上
さ
せ
る
企
画
と
し
ま
し
た
。

【
質
的
研
究
の
理
解
を
深
め
る
趣
旨
】

看
護
学
分
野
の
研
究
成
果
を
見
る
と
、
質
的

研
究
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
の
質
的
研
究
は
、
方

法
を
明
確
に
記
述
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
が
少
な

く
、
質
的
研
究
に
精
通
し
た
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ

ー
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
看
護
研
究

者
に
と
っ
て
は
、
機
会
が
得
ら
れ
に
く
い
現
状

に
あ
り
ま
す
。

【
講
師
の
招
聘
を
組
み
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

そ
こ
で
本
年
度
は
、
質
的
研
究
に
精
通
し
て

い
る
戈
木
ク
レ
イ
グ
ヒ
ル
滋
子
先
生
を
お
招
き

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
質
的
研
究
方
法

の
概
要
と
分
析
の
実
際
を
知
り
、
研
究
の
基
礎

を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

前
半
は
、
講
師
の
著
書
『
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
・

セ
オ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
理
論
を
生
み
だ
す
ま

で
』
の
抄
読
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
向
け
た

課
題
を
行
い
、
後
半
は
、
講
師
を
交
え
て
、
理

論
と
研
究
の
実
際
を
統
合
し
、
各
自
の
目
標
が

達
成
で
き
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

（
看
護
学
科
　
講
師
　
糸
井
裕
子
）

看
護
学
科
Ｆ
Ｄ
企
画

―
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
・
セ
オ
リ
ー
・
ア
プ

ロ
ー
チ
の
概
要
と
分
析
の
実
際
―

五
月
三
〇
日
（
日
）、
大
田
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
主
催
の
善
勝
川
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
あ
り
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
留
学
生
六
名

が
清
掃
活
動
に
参
加
し
た
。
本
活
動
は
今
年
で

一
一
回
目
を
迎
え
、
本
学
留
学
生
も
数
年
前
か

ら
毎
年
参
加
し
て
お
り
、
留
学
生
に
と
っ
て
は

生
き
た
日
本
語
や
日
本
の
生
活
習
慣
に
接
す
る

交
流
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

今
年
初
め
て
参
加
し
た
イ
ネ
ス
・
ゲ
レ
イ
ロ

さ
ん
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
出
身
）
は
、「
ポ
ル
ト
ガ
ル

に
も
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
あ
り

ま
す
が
、
川
の
清
掃
は
あ
ま
り
聞
か
な
い
の
で
、

と
て
も
新
鮮
で
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
様
々
な
世
代
の
人
が
参
加
す
る
の

も
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
留
学

生
の
私
に
と
っ
て
大
田
原
は
第
二
の
ふ
る
さ
と

で
す
。
そ
の
大

田
原
の
環
境
を

良
く
す
る
活
動

に
参
加
で
き
て

と
て
も
嬉
し
く

思
い
ま
す
」
と

感
想
を
述
べ
て

い
た
。

現
在
、
本
学

で
は
三
〇
数
名

の
留
学
生
が
学

ん
で
い
る
。
見
か
け
た
ら
、
ぜ
ひ
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。
キ
ャ
ン
パ
ス
に
い
な
が
ら
に
し
て

多
様
な
価
値
観
や
外
国
語
に
触
れ
、
視
野
を
広

げ
る
絶
好
の
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
　
助
教
　
石
鍋
浩
）

留
学
生
が
川
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加

国
際
医
療
福
祉
大
学
・
高
邦
会
グ
ル
ー
プ
は

患
者
様
を
中
心
に
考
え
、
質
の
高
い
医
療
を
実

践
す
る
医
師
を
育
成
す
る
目
的
で
、
平
成
一
七

年
よ
り
「
中

央
臨
床
研
修

委
員
会
」
を

組
織
し
た
。

こ
の
委
員
会

は
グ
ル
ー
プ

内
の
臨
床
研

修
指
定
病
院

の
支
援
、
研

修
医
の
募

集
、
合
同
研

修
の
企
画
、
指
導
医
の
養
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
は
四
月
一
五
〜
一
七
日
の
三
日
間
、
基

幹
型
の
四
病
院
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
、

三
田
病
院
、
熱
海
病
院
、
高
木
病
院
）
に
入
職

し
た
ば
か
り
の
初
期
臨
床
研
修
医
一
六
名
が
、

大
田
原
（
一
日
目
）、
東
京
（
二
日
目
）、
熱
海

（
三
日
目
）
で
「
研
修
医
合
同
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
」
に
参
加
し
た
。
高
木
理
事
長
、
北
島
学

長
、
岩
尾
副
学
長
、
開
原
大
学
院
院
長
、
金
沢

副
大
学
院
長
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
よ
る
講

義
は
、
当
グ
ル
ー
プ
の
理
念
、
医
師
の
心
構
え
、

医
療
安
全
な
ど
、
医
師
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
若
き
研
修
医
に
と
っ
て
、
非
常
に
有
意

義
で
あ
り
、
今
後
の
研
修
の
方
向
性
を
示
唆
し
、

将
来
の
自
ら
の
医
師
像
を
考
え
、
自
ら
を
見
つ

め
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
医
学
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
長
　
天
野
隆
弘
）

「
初
期
臨
床
研
修
医
の
グ
ル
ー
プ
合

同
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
開
催
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六
月
四
日
か
ら
三
日
間
、
本
学
作
業
療
法
学

科
の
前
田
眞
治
教
授
が
大
会
長
を
務
め
る
「
第

七
五
回
日
本
温
泉
気
候
物
理
医
学
会
総
会
・
学

術
集
会
」
が
塩
原
温
泉
で
開
催
さ
れ
た
。
温
泉

を
利
用
し
た
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
の
研
究
で
歴
史

あ
る
学
会
に
は
四
百
名
を
超
え
る
参
加
者
が
集

い
盛
況
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
学
会
を
裏
側

か
ら
支
え
る
多
く
の
学
生
の
力
が
あ
っ
た
。

二
千
冊
以
上
に
上
る
抄
録
集
の
封
入
発
送
作

業
か
ら
当
日
の
受
付
案
内
・
進
行
補
助
、
さ
ら

に
、
引
き
続
き
六
日
に
本
学
で
開
催
さ
れ
た
市

民
公
開
講
演
会
で
は
炎
天
下
で
の
誘
導
作
業
ま

で
延
べ
九
〇
名
近

い
学
生
に
支
え
ら

れ
た
。

事
前
の
打
合
せ

で
は
各
々
の
役
割

ご
と
に
事
務
局
が

気
付
か
な
か
っ
た

改
善
点
を
挙
げ
、

当
日
は
臨
機
応
変

に
参
加
者
に
対
応
す
る
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
。

い
ず
れ
も
た
だ
手
伝
う
だ
け
で
な
く
、
学
会
参

加
者
に
気
持
ち
良
く
参
加
し
て
い
た
だ
こ
う
と

一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
考
え
行
動
し
た
結
果
で

あ
ろ
う
。
裏
か
ら
学
会
を
支
え
る
経
験
は
い
ず

れ
臨
床
に
出
て
自
ら
の
所
属
す
る
職
能
団
体
・

学
会
・
研
修
会
運
営
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
と
な

「
日
本
温
泉
気
候
物
理
医
学
会
総

会
・
学
術
集
会
」
開
催

る
。
本
学
会
で
の
学
生
の
活
躍
は
な
ん
と
も
頼

も
し
い
か
ぎ
り
で
あ
っ
た
。

（
作
業
療
法
学
科
　
助
教
　
高
村
直
裕
）

五
月
二
九
日
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
旧

館
大
会
議
室
で
「
第
二
回
見
え
な
い
見
え
づ
ら

い
方
の
た
め
の
お
役
立
ち
講
座
」
を
開
催
し
た
。

こ
の
講
座
は

眼
疾
患
に
よ
る

回
復
不
能
な
視

覚
障
害
の
方
々

に
対
し
、
ち
ょ

っ
と
し
た
工
夫

で
見
や
す
く
な
る
環
境
を
作
っ
た
り
、
聴
覚
や

触
覚
を
活
用
す
る
方
法
、
社
会
福
祉
制
度
な
ど

を
紹
介
し
て
い
る
。
日
常
診
療
の
中
で
は
な
か

な
か
こ
の
よ
う
な
紹
介
は
難
し
い
た
め
、
昨
年

一
一
月
か
ら
塩
原
視
力
障
害
セ
ン
タ
ー
の
ご
協

力
を
得
て
始
め
た
。
例
え
ば
百
円
で
買
え
る
立

体
シ
ー
ル
は
形
の
違
う
も
の
を
使
っ
て
部
屋
の

ス
イ
ッ
チ
を
確
認
す
る
の
に
使
え
る
。
時
間
を

音
声
で
知
ら
せ
て
く
れ
る
時
計
も
あ
る
。
ま
た
、

見
え
づ
ら
く
な
る
と
火
を
使
っ
て
調
理
す
る
こ

と
も
危
険
に
な
る
が
、
炊
飯
器
を
使
っ
て
の
簡

単
調
理
の
紹
介
も
あ
っ
た
。
お
い
し
く
で
き
あ

が
っ
た
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
に
は
参
加
者
も
び
っ

く
り
。
高
齢
者
に
も
役
立
つ
情
報
が
多
く
、
見

え
づ
ら
い
方
々
ば
か
り
で
な
く
、
ご
家
族
や
医

療
福
祉
関
係
の
皆
様
に
も
知
っ
て
お
い
て
い
た

だ
き
た
い
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
っ
た
。

今
後
も
春
秋
定
期
開
催
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
奮
っ
て
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
視
機
能
療
法
学
科
　
講
師
　
小
町
祐
子
）

「
お
役
立
ち
講
座
」
開
催

医
療
と
福
祉
の
融
合
を
見
据
え
て
、
今
後
の

医
療
福
祉
専
門
職
の
在
り
方

に
つ
い
て
議
論
す
る
医
療
福

祉
学
部
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
七
月

三
日
、
宇
都
宮
東
武
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
デ
で
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
は
、
元
ニ
ュ
ー
ス

キ
ャ
ス
タ
ー
の
黒
岩
祐
治
大

学
院
教
授
が
基
調
講
演
。
高
校
生
を
中
心
に
一

般
の
方
も
含
む
２
０
０
人
の
入
場
者
を
前
に
「
日

本
の
医
療
や
福
祉
は
専
門
分
野
に
細
分
化
す
る

の
で
は
な
く
、
命
と
向
き
合
う
医
療
と
福
祉
の

融
合
と
い
う
発
想
を
持
っ
た
人
材
、
や
さ
し
い

心
を
も
っ
た
人
材
の
育
成
が
必
要
」
と
訴
え
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
足
利
赤

十
字
病
院
の
小こ

松ま
つ

本も
と

悟
さ
と
る
院
長
、
と
ち
ぎ
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
桧
山
光
治
相
談

支
援
部
長
、
医
療
福
祉
学
部
卒
業
生
で
上
川
病

院
の
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
の
田
島
飛
鳥
さ
ん
（
０
５

年
Ｈ
Ｓ
学
科
卒
）、
同
じ
く
済
生
会
横
浜
市
東
部

病
院
の
医
事
課
医
事
企
画
室
勤
務
の
岡
田
美
奈

子
さ
ん
（
０
７
年
Ｈ
Ｍ
学
科
卒
）
が
登
壇
。「
こ

れ
か
ら
の
医
療
福
祉
の
世
界
で
求
め
ら
れ
る
人

材
育
成
」
に
つ
い
て
討
議
し
た
。

進
学
相
談
会
も
同
時
に
行
わ
れ
、
多
く
の
高

校
生
ら
が
来
場
。
閉
会
時
間
を
過
ぎ
た
後
も
、

対
応
に
あ
た
っ
た
教
職
員
の
話
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。
医
療
、
福
祉
や
、
融
合
時
代
を

見
据
え
た
医
療
福
祉
専
門
職
を
養
成
す
る
本
学

へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
う
か
が
わ
せ
た
。

（
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　
講
師

中
田
健
吾
）

医
療
福
祉
学
部
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
今
、
求
め
ら
れ
る
医
療
福
祉
の
人
材
」

に
２
０
０
人

T
o

p
ic

s
ト
ピッ
ク
ス

前田大会長（中央）と学生スタッフ

保
健
医
療
学
部
　
言
語
聴
覚
学
科
　
助
教

小
田
部
夏
子

の
おすすめ
本

私 第15回
『
ア
ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン
に
花
束
を
』

ダ
ニ
エ
ル
・
キ
イ
ス

（
早
川
書
房
、
一
五
〇
〇
円
）

だ
い
ぶ
昔
の
本
で
す
が
、
こ
れ
は
三
二
歳
の
重

度
知
的
障
害
者
チ
ャ
ー
リ
ー
が
主
人
公
の
話

で
す
。
あ
る
日
、
脳
外
科
手
術
を
受
け
て
天

才
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
、
そ
の
天
才
に
な
っ
て
い
く
過

程
が
経
過
報
告
と
い
う
チ
ャ
ー
リ
ー
の
手
記

に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

最
初
は
仮
名
ば
か
り
で
助
詞
の
誤
り
や
促
音
、

拗
音
が
ぬ
け
る
よ
う
な
文
章
で
し
た
が
、
知

能
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
漢
字
が
多
く
な
り
、

難
し
い
抽
象
的
な
語
彙
や
熟
語
が
増
え
て
い

き
ま
す
。
悲
し
い
こ
と
に
そ
の
知
的
レ
ベ
ル

を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
設
定
で
、

ま
た
少
し
ず
つ
知
能
が
も
と
に
戻
っ
て
い
き

ま
す
。
若
い
こ
ろ
に
読
ん
だ
と
き
に
は
知
能

が
高
く
な
る
こ
と
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
で
は

決
し
て
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
こ
の
本

か
ら
受
け
取
り
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
は
小

児
の
言
語
発
達
障
害
に
関
る
よ
う
に
な
っ
て
、

こ
の
本
の
見
方
が
少
し
変
わ
り
ま
し
た
。

正
常
な
感
覚
機
能
や
社
会
性
な
ど
言
語
発
達

に
必
要
な
条
件
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
知

的
発
達
は
そ
の
中
の
一
つ
で
す
。
こ
の
本
の
中

で
は
そ
れ
が
よ
く
な
っ
た
だ
け
で
書
き
こ
と
ば

に
お
け
る
文
法
や
音
韻
の
問
題
な
ど
言
語
の
問

題
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
確
か
に
文

法
や
音
韻
な
ど
言
語
の
か
た
ち
の
部
分
や
抽
象

的
な
語
彙
、
難
し
い
熟
語
な
ど
は
知
的
な
発
達

と
と
て
も
関
係
が
深
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ

れ
で
は
他
の
言
語
発
達
に
必
要
な
条
件
は
ど
ん

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？
　
言

語
発
達
は
奥
深
い
で
す
。

中央がイネス・ゲレイロさん。天候にも恵まれ
絶好の交流の場となった

16名の初期臨床研修医が学長・副学長を囲んで



今
年
度
の
「
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会

社
奨
学
生
」
一
〇
名
及
び
「
国
際
医
療
福
祉
大
学

奨
学
生
」
二
七
名
が
決
定
し
た
。

●
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
奨
学
生

五
月
二
六
日
、
東
京
都
中
央
区
の
新
阪
急
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
同
社
の
岡
崎
名
誉
会
長
、
須
藤
会

長
、
立
山
社
長
、
本
学
の
高
木
理
事
長
、
北
島
学

長
、
荻
原
学
生
部
長
ら
の
列
席
の
も
と
、
新
規
採

用
奨
学
生
の
認
証
式
が
行
わ
れ
た
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
有
為
な
専
門
職
の
育
成

を
目
指
す
本
学
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
同
社
に
よ
り
、

平
成
九
年
、
同
社
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
奨
学
金
は
、
原
則
と

し
て
卒
業
ま
で
支
給
さ
れ
返
還
の
必
要
は
な
い
。
こ

の
制
度
に
よ
り
、
昨
年
度
ま
で
に
一
一
〇
名
の
学

生
が
学
ん
で
い
る
。
な
お
、
今
年
度
の
応
募
者
は

四
四
名
だ
っ
た
。

●
国
際
医
療
福
祉
大
学
奨
学
生

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
（
六
月
二
二
日
）、
小
田
原

キ
ャ
ン
パ
ス
（
六
月
一
五
日
）、
福
岡
天
神
キ
ャ
ン

パ
ス
（
七
月
一
〇
日
）、
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
（
七
月

三
日
）
で
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
制
度
で

は
、
前
年
度
の
成

績
に
よ
り
、
二
年

生
以
上
の
各
学
科

学
年
か
ら
一
名
が

選
抜
さ
れ
、
年
間

授
業
料
の
半
額
が

免
除
さ
れ
る
。

平
成
二
二
年
度
奨
学
生
決
定

平
成
二
一
年
度
は
、
小
田
原
・
福
岡
の
各
学
部

に
お
け
る
学
年
進
行
及
び
塩
谷
病
院
・
塩
谷
看
護

専
門
学
校
の
承
継
に
伴
い
、
学
校
事
業
・
医
療
事

業
と
も
に
前
年
よ
り
増
収
と
な
り
、
償
却
前
経
常

利
益
で
約
三
六
億
円
（
対
前
年
度
比
八
億
円
増
）
を

平
成
二
一
年
度

学
校
法
人
国
際
医
療
福
祉
大
学

決
算
報
告

確
保
し
た
。
自
己
資
本
五
五
三
億
円
、
基
本
金
は

六
四
六
億
円
に
達
し
、
施
設
・
設
備
の
拡
充
が
図

ら
れ
、
盤
石
な
財
務
状
態
を
保
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
国
福
病
院
の
増
床
・
三
田
新
病
院
の

建
設
な
ど
、
医
療
事
業
分
野
で
更
な
る
設
備
投
資

が
進
み
、
本
学
の
学
生
に
対
し
、
よ
り
充
実
し
た

実
習
環
境
が
提
供
で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

（
経
理
部
長
　
岸
儀
子
）
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二
〇
一
一
年
度
の
入
試
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
最
大
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
全
学
部
に
拡
大

し
た
特
待
生
選
抜
で
す
。

医
療
福
祉
の
専
門
職
を
め
ざ
す
学
習
意
欲
の
高
い

皆
さ
ん
を
応
援
す
る
た
め
の
こ
の
制
度
は
、
医
療
福

祉
の
専
門
職
を
め
ざ
し
た
い
け
ど
、
経
済
的
な
負
担

を
考
え
る
と
国
公
立
大
学
や
地
元
の
私
立
大
学
に
し

か
進
学
で
き
な
い
、
と
い
う
方
に
は
夢
に
向
か
っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

特
待
生
特
別
選
抜
入
試
、
一
般
入
試
前
期
、
セ

ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
Ⅰ
期
の
合
格
者
の
う
ち
、
成

績
上
位
者
を
対
象
に
『
特
待
生
』
を
選
抜
し
ま
す
。

『
特
待
生
』
に
な
る
と
、
在
学
期
間
中
の
授
業
料
が

最
大
一
〇
〇
％
免
除
さ
れ
、
進
学
に
か
か
る
費
用

が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
す
。

二
〇
一
一
年
度
入
試
日
程
決
ま
る

全
学
部
で
特
待
生
を
選
抜
！

（
最
大
三
二
九
名
！
）

12

ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株

式
会
社
奨
学
生
（
平
成
二
二

年
度
新
規
生
）

●
保
健
医
療
学
部

看
護
学
科

横
山
友
美
（
２
年
）

理
学
療
法
学
科

屋
嘉
比
章
紘
（
２
年
）

作
業
療
法
学
科

細
田
由
貴
（
２
年
）

視
機
能
療
法
学
科

山
口
瑛
未
（
２
年
）

放
射
線
・
情
報
科
学
科

H
A
N
N
IH
T
U
N

（
２
年
）

●
医
療
福
祉
学
部

医
療
福
祉
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

吉
川
幸
宏
（
２
年
）

K
EO
M
A
N
Y
PA
LO
M
A

（
１
年
）

●
薬
学
部

薬
学
科

鶴
見
莉
花
（
２
年
）

●
小
田
原
保
健
医
療
学
部

看
護
学
科

仙
波
由
紀
子
（
２
年
）

●
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
部

作
業
療
法
学
科

国
生
彩
（
２
年
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
奨
学
生

●
保
健
医
療
学
部

看
護
学
科

市
村
友
香
莉
（
２
年
）

村
上
友
佳
子
（
３
年
）

関
口
ひ
か
り
（
４
年
）

理
学
療
法
学
科

本
郷
未
希
（
２
年
）

定
方
萌
恵
（
３
年
）

飯
島
進
乃
（
４
年
）

作
業
療
法
学
科

山
田
愛
（
２
年
）

松
谷
ゆ
か
り
（
３
年
）

有
坂
由
希
（
４
年
）

言
語
聴
覚
学
科

大
谷
浩
之
（
２
年
）

緑
川
美
里
（
３
年
）

大
賀
祐
美
（
４
年
）

放
射
線
・
情
報
科
学
科

白
川
佑
也
（
２
年
）

吉
野
優
人
（
３
年
）

e
橋
恵
梨
香
（
４
年
）

視
機
能
療
法
学
科

小
原
由
美
（
２
年
）

岡
本
温
美
（
３
年
）

鈴
木
舞
（
４
年
）

●
医
療
福
祉
学
部

医
療
福
祉
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

田
島
莉
菜
（
２
年
）

医
療
経
営
学
科

小
針
真
（
３
年
）

木
下
唯
（
４
年
）

医
療
福
祉
学
科

園
部
洋
一
（
３
年
）

e
橋
亜
希
（
４
年
）

●
薬
学
部

薬
学
科

福
田
恵
里
（
２
年
）

根
来
加
菜
子
（
３
年
）

小
室
聖
治
（
４
年
）

清
水
香
那
子
（
５
年
）

●
小
田
原
保
健
医
療
学
部

看
護
学
科

杉
本
夏
希
（
２
年
）

熊
沢
歩
美
（
３
年
）

小
林
美
穂
（
４
年
）

理
学
療
法
学
科

山
崎
諒
介
（
２
年
）

小
川
奈
苗
（
３
年
）

田
山
渚
（
４
年
）

作
業
療
法
学
科

五
十
嵐
美
紀
（
２
年
）

江
本
沙
希
（
３
年
）

永
木
麻
里
（
４
年
）

●
福
岡
看
護
学
部

看
護
学
科

久
保
田
志
保
（
２
年
）

●
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
部

理
学
療
法
学
科

今
井
恵
夢
（
２
年
）

松
田
理
咲
（
３
年
）

空
閑
雄
治
（
４
年
）

作
業
療
法
学
科

中
元
華
穂
（
２
年
）

今
井
健
人
（
３
年
）

待
鳥
佑
佳
（
４
年
）

言
語
聴
覚
学
科

鵜
木
あ
ゆ
み
（
２
年
）

河
野
久
美
（
３
年
）

永
田
梨
乃
（
４
年
）

■
奨
学
生
氏
名

「
病
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
科
学
で
あ
る
」

昭
和
の
時
代
が
終
わ
り
を
告
げ
る
こ
ろ
、
国
立

医
療
・
病
院
管
理
研
究
所
（
現
、
国
立
保
健
医
療

科
学
院
）
病
院
管
理
専
攻
科
の
研
修
生
と
し
て
学

ん
だ
言
葉
が
印
象
的
だ
っ
た
。
当
時
、
国
立
病
院

に
勤
務
し
て
い
た
筆
者
は
病
院
運
営
の
あ
り
方
に

疑
問
を
感
じ
な
が
ら
混
沌
と
し
た
実
務
に
携
わ
る

な
か
で
強
い
衝
撃
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、
講
師
は

「
病
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
科
学
で
あ
る
と
位
置
付

け
れ
ば
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
科
学
的
な
理
論
と
分

析
手
法
が
存
在
す
る
」
と
続
け
た
。
科
学
的
な
根

拠
に
基
づ
く
病
院
管
理
を
実
践
し
て
い
く
「
視

点
」
の
重
要
性
を
実
感
し
た
瞬
間
で
あ
る
。

手
書
き
レ
セ
プ
ト
は
影
を
ひ
そ
め
、
レ
セ
プ
ト

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
レ
セ
コ
ン
）
が
主
流
と
な
っ
て

い
る
時
代
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
に
よ
り
事

務
部
門
の
環
境
は
大
き
く
変
化
し
た
。
医
事
課
職

員
は
慣
れ
な
い
キ
ー
ボ
ー
ド
と
向
き
合
い
、
印
字

さ
れ
た
レ
セ
プ
ト
に
眼
を
細
め
た
。
情
報
化
の
波

は
大
き
な
う
ね
り
と
な
り
、
オ
ー
ダ
ー
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
契
機
に
院
内
の
情
報
化
が
推
進

さ
れ
た
。
オ
ー
ダ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
発
生
源

入
力
と
呼
ば
れ
診
療
終
了
後
に
医
事
課
で
伝
票
を

一
括
し
て
入
力
す
る
と
い
う
集
中
入
力
か
ら
外
来

診
療
科
に
よ
る
分
散
入
力
を
可
能
に
し
、
患
者
の

待
ち
時
間
短
縮
と
い
う
効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
が

魅
力
的
に
報
じ
ら
れ
た
。
オ
ー
ダ
ー
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
を
は
じ
め
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
業
務
改
善

は
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
た
運
用
形
態

と
し
て
浸
透
し
て
い
っ
た
。

研
修
生
と
し
て
講
義
を
受
け
て
い
た
と
き
の
こ

と
。「
病
院
に
お
け
る
オ
ー
ダ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
導
入
が
意
味
す
る
こ
と
は
」
と
い
う
質
問
を
受

け
た
。
全
て
の
研
修
生
は
「
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
た

め
」
と
回
答
し
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
次
の
瞬

間
、「
管
理
会
計
の
た
め
」
と
い
う
講
師
の
言
葉

が
飛
ん
だ
。
右
肩
上
が
り
の
診
療
報
酬
制
度
の
も

と
で
の
病
院
経
営
は
患
者
数
の
増
加
が
利
益
に
つ

な
が
る
た
め
、
特
段
の
経
営
理
論
と
手
法
は
必
要

と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
将
来

的
に
は
出
来
高
か
ら
包
括
化
へ
の
診
療
報
酬
制
度

へ
の
移
行
を
念
頭
に
コ
ス
ト
管
理
の
重
要
性
を
指

摘
さ
れ
、
部
門
別
原
価
計
算
手
法
が
可
能
な
病
院

内
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
さ
れ

た
。
オ
ー
ダ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
医
師
が
オ
ー

ダ
ー
し
た
段
階
で
端
末
入
力
さ
れ
る
た
め
、
い

つ
、
誰
が
、
何
の
行
為
を
行
っ
た
か
を
把
握
で
き

る
。
日
時
情
報
と
ア
カ
ウ
ン
ト
を
前
提
に
し
た
発

生
源
入
力
デ
ー
タ
は
病
院
原
価
計
算
の
課
題
解
決

の
糸
口
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
た
。「
オ
ー
ダ

ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
経
営
意
思
決
定
に
必
要
な

情
報
収
集
の
た
め
」
と
講
師
は
締
め
く
く
っ
た
。

病
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
科
学
と
し
て
捉
え
、
Ｉ
Ｔ

化
を
管
理
会
計
学
の
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

こ
と
を
意
識
し
た
二
〇
年
前
の
思
い
出
で
あ
る
。

「
医
療
の
質
」
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

昨
今
、
医
療
経
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
「
経
営
の

質
」
に
関
す
る
視
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

科
学
と
し
て
の
病
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
に

は
、「
医
療
の
質
」
と
「
経
営
の
質
」
は
車
の
両

輪
の
ご
と
く
バ
ラ
ン
ス
良
く
向
上
を
図
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
患
者
本
位
の
よ
い
医
療
に
携

わ
っ
て
い
る
多
く
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ス
タ
ッ

フ
は
、
チ
ー
ム
医
療
の
一
員
と
し
て
自
己
成
長

を
図
り
、
病
院
運
営
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

私の主張 第16回 病 院 マ ネ ジ メ ン ト は 科 学 で あ る 山本康弘医療福祉学部　
教授

減免内容 学部 減免期間 減免後の学納金総額 選抜入試区分

【特待生Ｓ】
授業料を
100％減免

薬学部 6年間 300万円（660万円減免）

●特待生特別
選抜入試

保健医療学部
小田原保健医療学部
福岡看護学部
福岡リハビリテーション学部

4年間 230万円（360万円減免）

【特待生Ａ】
授業料を50％減免

薬学部 6年間 630万円（330万円減免）

医療福祉学部

4年間

265万円（140万円減免）

保健医療学部
小田原保健医療学部
福岡看護学部
福岡リハビリテーション学部

410万円（180万円減免）

【特待生Ｂ】
授業料を30％減免

薬学部 6年間 762万円（198万円減免）
●一般入試前期
●センター試験利用
入試Ⅰ期

医療福祉学部

4年間

321万円（84万円減免）

保健医療学部
福岡リハビリテーション学部 482万円（108万円減免）

■特待生制度による減免後の在学期間中の学生納付金

※前年度の修学状況によっては、2年次以降、減免対象とならない場合があります。
※上記学生納付金は4年間（薬学部は6年間）の総額です。なお、学生納付金には、授業料以外に入学金（初年度の
み）、実験実習費（実習・文献費）、施設設備費（施設費）が含まれます。
※入試情報や各学科の特待生対象者数などの詳細に関しては、「2011年度学生募集要項」をご確認ください。

学科別特待生対象者数（名）

貸借対照表
平成 22年 3月 31日 （単位：千円）

消費収支計算書
本年度（自　平成21年4月1日　至　平成22年3月31日）
前年度（自　平成20年4月1日　至　平成21年3月31日）

学校法人国際医療福祉大学 （単位：千円）

学部・学科
特待生Ｓ 特待生Ａ 特待生Ｂ

特待入試 特待入試 一般前期 セ試Ⅰ期

薬学部

薬学科（6年制） 20 30 30 30

医療福祉学部

医療福祉・マネジメント学科 － 15 10 10

保健医療学部

看護学科 4 6 4 4

理学療法学科 4 6 4 4

作業療法学科 4 6 4 4

言語聴覚学科 4 8 4 4

視機能療法学科 3 4 3 3

放射線・情報科学科 4 6 4 4

小田原保健医療学部

看護学科 2 3 － －

理学療法学科 2 3 － －

作業療法学科 3 4 － －

福岡看護学部

看護学科 2 6 － －

福岡リハビリテーション学部

理学療法学科 4 8 5 5

作業療法学科 4 6 3 3

言語聴覚学科 4 6 3 3

合計
特待生Ｓ 特待生Ａ 特待生Ｂ 総計

64 117 148 329

10名の奨学生が出席した認証式。前列中央が
岡崎名誉会長

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
　
学
生
課
）

科目
摘要 本　年　度 前　年　度 増　　減

消費収入の部

学生生徒等納付金 8,135,090 7,888,328 246,762

手数料 200,701 172,006 28,695

寄付金 20,041,855 519,721 19,522,134

事業収入 262,447 277,060 △ 14,613

医療収入 25,970,111 22,619,123 3,350,988

資産運用収入 92,727 113,841 △ 21,114

補助金 2,564,770 785,269 1,779,501

雑収入 231,785 243,849 △ 12,064

資産売却収入 861 0 861

帰属収入合計 57,500,347 32,619,197 24,881,150

基本金組入額 △ 22,027,590 △ 2,020,157 △ 20,007,433

消費収入合計 35,472,757 30,599,040 4,873,717

消費支出の部

人件費 15,025,388 13,062,834 1,962,590

教育研究経費 2,686,058 2,534,997 151,061

医療経費 10,854,420 9,306,146 1,548,274

管理経費 6,746,591 6,715,272 31,319

借入金等利息 136,302 159,211 △ 22,909

資産処分差額 308,199 0 308,199

徴収不能引当金繰入 12,347 9,200 3,147

消費支出合計 35,769,305 31,787,660 3,981,645

消費収支差額 △ 296,548 △ 1,188,620 892,072

科　　目 本年度末 前年度末 増減

資産の部

固定資産 65,979,021 42,141,962 23,837,059

有形固定資産 65,416,107 41,321,539 24,094,568

土地 32,580,732 11,963,326 20,617,406

建物 23,633,176 21,701,286 1,931,890

構築物 1,223,722 1,261,784 △ 38,062

教育研究用機器備品 4,023,321 4,515,020 △ 491,699

その他の機器備品 1,620,907 1,093,347 527,560

図書 687,253 626,298 60,955

車輌 69,821 23,053 46,768

建設仮勘定 1,577,175 137,425 1,439,750

その他の固定資産 562,914 820,423 △ 257,509

ソフトウェア 26,249 0 26,249

借地権 2,190 2,190 0

電話加入権 4,717 4,717 0

水道施設利用権 0 361 △ 361

有価証券 194,055 125,000 69,055

長期貸付金 178,558 88,646 89,912

差入保証金 147,145 589,509 △ 442,364

学科増設引当特定資産 0 0 0

長期預け金 10,000 10,000 0

流動資産 15,902,670 8,683,514 7,219,156

資産の部合計 81,881,691 50,825,476 31,056,215

負債の部

固定負債 16,677,766 7,896,072 8,781,694

流動負債 9,865,466 9,321,986 543,480

負債の部合計 26,543,232 17,218,058 9,325,174

基本金の部

基本金の部合計 64,639,827 42,612,238 22,027,589

消費収支差額の部

翌年度繰越消費支出超過額 9,301,368 9,004,820 296,548

消費収支差額の部　合計 △ 9,301,368 △ 9,004,820 △ 296,548

負債の部、基本金の部 および消
費収支差額の部　合計 81,881,691 50,825,476 31,056,215



▼　国際医療福祉大学附属三田病院　103-3451-8121 http://mita.iuhw.ac.jp/

▼　国際医療福祉大学塩谷病院 10287-44-1155 http://shioya.iuhw.ac.jp/

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

国
際
医
療
福
祉
大
学
と
国
際
医
療
福
祉
大
学
病

院
は
、
大
田
原
市
・
那
須
塩
原
市
の
共
催
に
よ
り

市
民
公
開
講
座
を
四
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
す
る
。

昨
年
度
は
「
が
ん
を
知
っ
て
、
が
ん

を
治
そ
う
」
と
い
う
総
合
テ
ー
マ
の
も

と
、
四
回
シ
リ
ー
ズ
で
代
表
的
な
が
ん

の
性
格
と
治
療
法
な
ど
に
つ
い
て
解
説

し
た
。
今
年
度
は
、
総
合
テ
ー
マ
を

「
こ
ん
な
症
状
で
お
悩
み
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
」
と
題
し
て
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な

る
症
状
が
あ
る
け
れ
ど
、
病
院
に
行
っ

た
方
が
い
い
の
か
ど
う
か
、
そ
ん
な
不

安
に
お
答
え
す
る
た
め
、
ど
ん
な
病
気

の
徴
候
が
心
配
な
の
か
、
ど
う
い
う
時

に
病
院
に
受
診
す
る
の
が
い
い
の
か
に

つ
い
て
お
話
し
す
る
。

○
開
催
日
程

平
成
二
二
年
六
月
二
四
日
を
初
回
と
し
て
九

月
三
〇
日
ま
で
の
各
月
の
最
後
の
木
曜
日
の

計
四
回

○
開
催
時
間

一
八
時
三
〇
分
〜
二
〇
時
三
〇
分

○
会
場

国
際
医
療
福
祉
大
学
　
Ｆ
一
〇
一
大
講
義
室

○
テ
ー
マ

第
一
回
　
六
月
二
四
日
（
木
）

動
悸
・
胸
痛
／
咳
・
痰

第
二
回
　
七
月
二
九
日
（
木
）

腹
痛
・
吐
血
／
便
秘
・
下
血

第
三
回
　
八
月
二
六
日
（
木
）

頭
痛
・
し
び
れ
／
耳
鳴
り
・
め
ま
い

第
四
回
　
九
月
三
〇
日
（
木
）

排
尿
困
難
・
尿
失
禁
／
膝
痛

○
講
師

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

副
院
長
　
橋
本
雅
章
先
生
他

今
年
度
の
第
一
回
目
を
六
月
二
四
日
（
木
）

に
開
催
し
た
。
約
一
二

〇
名
の
参
加
が
あ
り
、

熱
心
に
メ
モ
を
と
ら
れ

る
姿
が
数
多
く
見
受
け

ら
れ
、
市
民
の
方
の
関

心
が
高
い
こ
と
が
分
か

っ
た
。
ま
た
、
内
容
に

つ
い
て
も
具
体
的
で
わ

か
り
や
す
い
と
好
評
を

い
た
だ
い
た
。

こ
の
市
民
公
開
講
座

は
身
近
に
起
こ
る
症
状

に
関
し
て
知
識
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各
診
療
科
の
先
生
方
の

協
力
を
得
て
開
講
す
る
も
の
で
あ
る
。（総

務
課
）
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▼　国際医療福祉大学病院 10287-37-2221 http://www.iuhw.ac.jp/hospital/mainpage.htm

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
の
開
催

当
院
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
院
内
に
三
つ
設
置
さ

れ
て
い
る
。
利
用
す
る
事
象
が
発
生
し
な
い

こ
と
が
一
番
で
す
が
、
万
が
一
の
際
に
は
、

医
療
機
関
に
従
事
す
る
職
員
と
し
て
適
切
な

使
用
が
で
き
る
よ
う
、
外
来
運
営
委
員
会
主

導
で
講
習
会
を
計
画
し
た
。

当
初
、
三
日
間
に
分
け
て
希
望
を
募
っ
た

が
、
受
講
希
望
者
が
多
く
、
合
計
で
約
二
二

〇
人
に
上
っ
た
。
そ
こ
で
急
遽
、
四
回
に
分

け
て
開
催
と
な
っ
た
。（
開
催
日
は
五
日
・
八

日
・
一
六
日
・
十
九
日
）。

第
一
回
目
は
六
月
五
日
（
土
）
に
大
会
議

室
に
て
開
催
し
、
参
加
者
は
六
四
名
。
矢
板

消
防
署
の
職
員
の
方
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
隊
員
の
方
を
講
師
と
し
て
七
名
派
遣
し

て
い
た
だ
い
た
。

消
防
署
よ
り
、
心
肺
蘇
生
法
の
手
順
（
反

応
確
認→

助
け
を
呼
ぶ→

気
道
の
確
保→

心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
正
し
い
取
扱
い

に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
た
後
、
四
名

程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
実
際
に
模
擬

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
い
、

実
戦
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
た
。

当
院
で
は
過

去
に
何
度
か
Ａ

Ｅ
Ｄ
講
習
会
を

実
施
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、

各
職
員
と
も
取

扱
い
を
再
確
認

し
た
と
い
っ
た
様
子
だ
っ
た
。
一
方
で
、
初

め
て
講
習
を
受
講
し
た
、
ま
た
は
初
め
て
Ａ

Ｅ
Ｄ
に
触
れ
た
と
い
う
職
員
も
お
り
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
た
。

当
院
の
あ
る
医
療
圏
内
で
、
平
成
二
二
年

度
に
入
っ
て
か
ら
、
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て
、

蘇
生
し
、
再
起
し
て
い
る
方
が
い
る
と
い
う

お
話
を
聞
い
た
。
野
球
の
ボ
ー
ル
が
児
童
の

胸
に
当
た
り
、
呼
吸
が
で
き
な
く
な
っ
て
倒

れ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
、
教
師
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
っ
て
応
急
処
置
を
し
た
そ
う
で
あ
る
。

冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
当
院
で
も
現
在
、

三
台
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
る
。
設
置
場
所
を
再
度

認
識
し
、
万
が
一
の
際
に
は
適
切
な
処
置
が

で
き
る
よ
う
職
員
一
同
理
解
を
深
め
た
。

（
外
来
運
営
委
員
会
）

▼　国際医療福祉大学附属三田病院　103-3451-8121 http://mita.iuhw.ac.jp/
施設インフォメーション

国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院

【
第
四
五
回
熱
海
病
院
院
内
学
術
懇
話
会
】

当
院
で
は
院
内
学
術
懇
話
会
を
定
期
的
に
開

催
し
、
各
部
署
間
の
情
報
交
換
や
各
職
員
の
技

術
レ
ベ
ル
の
向
上
に
役
立
て
て
い
る
。

平
成
二
二
年
五
月
二
八
日
（
金
）
に
第
四
五

回
目
の
院
内
学
術
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

演
題
は
左
記
の
通
り
で
、
約
一
〇
〇
名
の
職
員

の
参
加
に
よ
り
活
発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

演
題
は
左
記
の
通
り
で
す
。

臨
床
検
討
会

（
司
会：

栗
山
学
　
泌
尿
器
科
教
授
）

・
熱
海
の
医
療
に
つ
い
て
考
え
る

川
口
実
（
診
療
部
顧
問
）

・
チ
ュ
ー
ブ
類
自
己
抜
去
防
止
の
為
の
看
護
用

具
の
工
夫

杉
山
絵
美
、
山
田
泰
代
、
伊
藤
智
美
、
渡

邊
智
加
、
種
市
敏
子
（
７
階
病
棟
）

第
四
一
回
Ｃ
Ｐ
Ｃ

（
司
会：

重
政
朝
彦
　
内
科
教
授
）

・
腎
不
全
に
て
長
期
透
析
中
の
、
悪
寒
発
熱
出

現
後
３
日
で
死
亡
し
た
７
５
才
男
性
例

臨
床：

木
内
孝
樹
、
栗
山
学
（
泌
尿
器
科
）

病
理：

北
村
創
（
病
理
学
）

【
第
一
六
回
院
内
感
染
防
止
対
策
講
習
会
】

平
成
二
二
年
六
月
一
七
日
（
木
）
に
、
当
院

地
下
一
階
の
大
会
議
室
に
お
い
て
、
第
一
六
回

院
内
感
染
防
止
対
策
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
講
習
会
で
は
、
前
国
際
医
療
福
祉
大

学
病
院
　
臨
床
検
査
部
の
教
授
で
あ
り
、
当
院

で
も
勤
務
さ
れ
て
い
ま
し
た
、
伊
藤
章
先
生
を

お
招
き
し
ま
し
た
。
両
病
院
に
お
い
て
調
査
さ

れ
た
知
識
と
経
験
か
ら
、
当
院
に
と
っ
て
適
切

な
院
内
感
染
対
策
の
あ
り
方
を
講
義
し
て
頂
い

た
。長

く
当
院
で
お
勤
め
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
顔

見
知
り
の
職
員
も
多
く
、
約
一
四
〇
名
の
職
員

が
参
加
し
て
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
対
し
、
真

剣
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
演
題
は
左
記
の
通
り

で
す
。

演
題
　
熱
海
・
那
須
両
病
院
に
お
け
る
七
年
間

余
の
感
染
対
策
を
振
り
返
る

講
師
　
前
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
　
臨
床
検

査
部
　
教
授

元
国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
　
臨

床
検
査
部
　
教
授
　
伊
藤
章
先
生

（
総
務
課
　
篠
原
拓
真
）

IUHW 2010.7.2015

国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院

第
９
回
「
三
田
が
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

三
月
一
六
日（
火
）、

第
九
回
三
田
が
ん
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

た
。
三
田
病
院
で
は
、

が
ん
の
診
断
・
治
療

の
最
前
線
を
ご
紹
介

す
る
と
と
も
に
医
師

会
の
先
生
方
と
広
く

意
見
を
交
換
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
一
八

年
よ
り
「
三
田
が
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

て
い
る
。
第
九
回
を
迎
え
た
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
膵
臓
が
ん
の
最
新
治
療
」
と
題
し
て
、
外
科
・

消
化
器
セ
ン
タ
ー
杉
浦
芳
章
教
授
に
ご
講
演
い

た
だ
い
た
。

第
五
回
一
般
公
開
講
座
開
催

四
月
一
七
日（
土
）、

第
五
回
一
般
公
開
講

座
を
開
催
し
た
。

「
あ
な
た
の
心
臓
は

本
当
に
元
気
で
す

か
？
〜
警
告
サ
イ
ン

を
見
逃
さ
な
い
た
め

に
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、

小
川
聡
病
院
長
に
は
不
整
脈
の
観
点
か
ら
、
岡

部
輝
雄
准
教
授
に
は
動
脈
硬
化
の
観
点
か
ら
ご

講
演
い
た
だ
い
た
。
七
〇
名
近
く
の
患
者
様
や

近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
が
参
加
し
熱
心
に
聴
講

し
て
い
た
。
講
演
終
了
後
は
、
心
臓
病
セ
ン
タ

ー
医
師
に
よ
る
健
康
相
談
に
も
ご
参
加
い
た
だ

い
た
。
大
変
分
か
り
や
す
く
、
病
気
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
ご
好
評
だ
っ
た
。

（
総
務
課
　
小
倉
）

三
田
病
院
で
は
、
平
成
二
四
年
一
月
の
新
病

院
オ
ー
プ
ン
に

向
け
て
建
築
工

事
が
行
わ
れ
て

い
る
。
昨
年
七

月
に
着
工
以
来
、

順
調
に
工
事
は

進
捗
し
、
五
月

三
一
日
時
点
で

の
進
捗
率
は
一

七
％
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
基
礎
部
分
の
工

事
中
で
、
今
回
は
、
新
病
院
の
構
造
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

新
病
院
は
免
震
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
非
常

に
地
震
に
強
い
建
物
で

あ
る
。
最
大
震
度
７
を

記
録
し
た
新
潟
中
越
地

震
で
も
、
免
震
構
造
の

建
物
は
ほ
と
ん
ど
被
害

を
受
け
な
か
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
免
震
構

造
で
は
地
盤
と
建
物
を

切
り
離
し
、
間
に
ゴ
ム

と
金
属
板
で
で
き
た
免
震
装
置
を
設
置
す
る
こ

と
で
地
震
の
揺
れ
を
建
物
に
伝
え
な
い
構
造
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
免
震
装
置
は
、
六
九
台
設

置
さ
れ
病
院
全
体
の
荷
重
を
支
え
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

五
月
二
一
日
に
は
三
田
病
院
関
係
者
１
５
名

で
免
震
層
の
見
学
を
行
っ
た
。
建
築
会
社
担
当

者
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
免
震
装
置
を
実
際

に
触
れ
る
な
ど
し
、
新
病
院
の
安
全
性
を
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
管
理
課
　
高
山
）

▼　国際医療福祉大学熱海病院　10557-81-9171 http://atami.iuhw.ac.jp/
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附
属
病
院

附
属
病
院

すでに9回を重ねる「三田がんフ
ォーラム」

附
属
病
院

附
属
病
院

健康相談コーナーの様子

工事の無事を祈って記念写真 建設会社担当者から説明を受ける

院内感染防止対策講習会の様子

開講の挨拶をする蘇原病院長

今年の第1回は120名が参加した

講師は消防署の隊員。

心臓マッサージを体験



施設インフォメーション

高
木
病
院

講
演
会
そ
の
後

高
木
病
院
は
、
定
例
の
医
療
講
演
会
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
「
ピ
ロ
リ
菌
外
来
」
開
設
の
話

が
持
ち
上
が

り
、
さ
ら
に
、

肝
臓
が
ん
の
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
治
療
や
子
宮

頸
が
ん
の
予
防

ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
弾
み
が
つ

い
て
い
る
。

事
の
起
こ
り

は
、
六
月
六
日

に
大
川
市
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開

い
た
第
四
回
大

川
市
「
未
病
と
健
康
の
つ
ど
い
」。
大
川
市
と
日

本
未
病
シ
ス
テ
ム
学
会
の
主
催
、
国
際
医
療
福

祉
大
学
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
共

催
で
、
高
木
病
院
・
山
本
匡
介
院
長
が
開
催
責

任
者
と
な
っ
て
毎
年
一
回
開
催
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
高
木
病
院
が
準
備
か
ら
当
日
の
運
営

ま
で
行
う
事
務
局
を
引
き
受
け
て
い
る
。

「
が
ん
は
予
防
で
き
る
」
が
テ
ー
マ
。
科
学
的

根
拠
に
基
づ
い
て
ウ
イ
ル
ス
・
細
菌
と
が
ん
と

の
因
果
関
係
を
解
き
明
か
そ
う
と
い
う
試
み
で
、

「
ピ
ロ
リ
菌
と
胃
が
ん
」（
村
上
和
成
・
大
分
大

学
医
学
部
消
化
器
内
科
学
診
療
教
授
）、「
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
と
肝
臓
が
ん
」（
山
本
匡
介
・
本

学
大
学
院
教
授
、
高
木
病
院
院
長
）
そ
れ
に
「
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
と
子
宮
頸
が
ん
」（
岩

坂
剛
・
佐
賀
大
学
医
学
部
産
科
婦
人
科
教
授
）

の
三
つ
の
講
演
が
あ
っ
た
。

聴
講
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
ピ
ロ
リ
菌
の

有
無
が
呼
気
検
査
で
簡
単
に
分
か
る
こ
と
や
、

ピ
ロ
リ
菌
が
五
歳
ま
で
に
感
染
し
て
委
縮
性
胃

炎
を
引
き
起
こ
し
、
や
が
て
胃
が
ん
に
な
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
映
像
で
学
び
、
驚
い
た
様
子
。
ピ

ロ
リ
菌
を
除
菌
す
れ
ば
、
胃
が
ん
は
三
分
の
一

に
減
る
と
聞
か
さ
れ
、
除
菌
は
高
木
病
院
で
も

で
き
る
か
と
の
問
い
合
わ
せ
も
複
数
あ
っ
た
。

高
木
病
院
で
は
、
消
化
器
内
科
で
ピ
ロ
リ
菌
の

除
菌
を
行
っ
て
い
る
が
、
反
響
の
大
き
さ
か
ら

独
立
し
た
「
ピ
ロ
リ
菌
外
来
」
を
開
設
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。

肝
臓
が
ん
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
治
療
で
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
れ
ば
、

肝
臓
が
ん
を
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
防
げ
る
こ
と
や
、

今
年
四
月
か
ら
公
費
助
成
に
よ
っ
て
原
則
月
一

万
円
で
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
が
で
き
る
こ

と
を
聞
か
さ
れ
、
認
識
を
新
た
に
し
て
い
た
。

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
一
〇
〇
％
効
果
の
あ

る
予
防
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て

は
、
高
い
接
種

料
が
普
及
の
壁

と
な
っ
て
い
る

が
、
栃
木
県
大
田
原
市
で
小
学
生
を
対
象
に
公

費
助
成
に
よ
る
無
料
の
集
団
接
種
が
行
わ
れ
、

こ
れ
が
九
州
で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。
そ
の

せ
い
か
、
会
場
に
は
十
代
の
女
性
と
保
護
者
が

多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
地
元
大
川
市
議
会
で
も

公
費
助
成
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
高
木
病
院
で

は
、
こ
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
注
目
度
を
高
め

て
い
る
。

（
広
報
室
　
鶴
田
憲
司
）

福
岡
山
王
病
院

産
婦
人
科
の
手
術
実
績
が
年
間
九
三
二
例

「
患
者
さ
ん
に
や
さ
し
い
手
術
」
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
い
る
当
院
産
婦
人
科
の
手
術
症
例
数
が
、

昨
年
五
月
の
開
院
か
ら
今
年
四
月
末
ま
で
の
一
年

間
で
九
三
二
例
に
の
ぼ
っ
た
。
内
訳
は
腹
腔
鏡
下

手
術
が
五
八
三
例
、
そ
の
他
の
手
術
が
三
四
九
例

で
あ
る
。
患
者
さ
ん
の
肉
体
的
負
担
が
少
な
い
腹

腔
鏡
下
手
術
件
数
が
月
を
追
う
ご
と
増
加
し
て
い

る
の
が
目
立
つ
。

当
院
の
産
婦
人
科
に
は
、
中
村
元
一
副
院
長
を

筆
頭
に
九
人
の
医
師
（
う
ち
女
性
医
師
五
人
）
が

所
属
し
て
お
り
、
が
ん
を
除
く
婦
人
科
系
疾
患
の

治
療
と
手
術
か
ら
お
産
、
不
妊
症
治
療
（
生
殖
補

助
医
療
）
ま
で
ト
ー
タ
ル
に
実
施
で
き
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。

な
か
で
も
子
宮
筋
腫
や
卵
巣
の
う
腫
な
ど
の
腹

腔
鏡
下
手
術
は
、
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、
①
お

腹
の
傷
が
非
常
に
小
さ
い
②
入
院
期
間
が
短
く

て
済
み
社
会
復
帰
も
早
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

多
い
反
面
、
医
師
に
対
し
て
は
高
度
な
技
術
が
求

め
ら
れ
る
。
中
村
副
院
長
を
は
じ
め
渡
邊
良
嗣
産

婦
人
科
部
長
、
福
原
正
生
婦
人
科
腹
腔
鏡
外
科
部

長
、
江
上
り
か
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
部

長
の
四
名
が
日
本
産
科
婦
人
科
内
視
鏡
学
会
の
技

術
認
定
医
の
資
格
を
取
得
し
て
い
て
、〝
チ
ー
ム

中
村
〞
に
よ
る
腹
腔
鏡
下
手
術
の
症
例
数
は
前
任

地
を
含
め
る
と
七
千
例
を
超
え
る
実
績
と
な
っ
て

い
る
。

高
度
な
技
術
と
豊
富
な
経
験
に
基
づ
い
た
当
院

産
婦
人
科
の
安
全
な
腹
腔
鏡
下
手
術
は
広
く
知
ら

れ
る
存
在
と
な
っ
て
お
り
、
福
岡
県
内
の
み
な
ら

ず
九
州
一
円
や
中
国
地
方
か
ら
の
患
者
さ
ん
も
少

な
く
な
い
。
ま
た
、
近
年
、
子
宮
温
存
を
希
望
さ

れ
る
患
者
さ
ん
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
当
産
婦
人

科
で
は
「
で
き
る
だ
け
患
者
さ
ん
の
希
望
に
沿
っ

て
子
宮
温
存
を
考
慮
し
た
手
術
法
を
選
択
す
る
」

方
針
を
と
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
巨
大
な
子
宮
筋

腫
な
ど
の
た
め
に
他
の
病
院
で
「
子
宮
温
存
は
困

難
」
と
診
断
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
も
ほ
ぼ
確
実
に
筋

腫
の
み
を
摘
出
で
き
て
い
る
。

中
村
副
院
長
は
「
腹
腔
鏡
下
手
術
に
特
化
し
て

技
術
を
高
め
る
の
は
当
然
で
す
が
、
ケ
ー
ス
に
よ

っ
て
は
腹
腔
鏡
下
手
術
に
固
執
せ
ず
、
患
者
さ
ん

に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
手
術
法
を
選
択
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
、
当
院
の
特
徴
に
療
養
環
境
（
ア
メ

ニ
テ
ィ
ー
）
の
良
さ
が
あ
る
。
病
室
は
全
室
個
室

で
一
九
九
床
あ
る
が
、
産
婦
人
科
病
棟
は
七
階
に

集
約
さ
れ
て
い
る
。
自
分
専
用
の
快
適
な
空
間
で

手
術
前
後
の
入
院
期
間
を
く
つ
ろ
い
で
過
ご
す
こ

と
が
で
き
、
快
適
な
療
養
環
境
に
よ
っ
て
術
後
の

治
り
が
早
い
と
い
う
結
果
も
出
て
い
る
。

（
広
報
室
　
古
賀
　
晄
）

IUHW 2010.7.2017

▼　国際医療福祉大学附属三田病院　103-3451-8121 http://mita.iuhw.ac.jp/
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山
王
病
院

ハ
リ
ー
コ
ー
ル
研
修
を
開
催

五
月
一
八
日
、
ハ
リ
ー
コ
ー
ル
研
修
を
開
催

し
た
。
こ
の
研
修
は
、
院
内
で
患
者
様
の
緊
急

対
応
が
必
要
に
な
っ
た
際
に
、
医
師
・
看
護
師

な
ど
ス
タ
ッ
フ
を
全
館
一
斉
放
送
の
ハ
リ
ー
コ

ー
ル
で
呼
び
出
し
対
処
す
る
訓
練
で
、
毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

今
年
は
、
医
事
課
か
ら
全
館
に
発
信
し
、
参

加
者
に
山
王
ホ
ー
ル
に
集
合
し
て
も
ら
う
こ
と

に
し
た
。
各
参
加
者
が
訓
練
の
主
旨
を
よ
く
理

解
し
て
、
円
滑
に
ハ
リ
ー
コ
ー
ル
が
発
信
さ
れ
、

一
五
一
名
の
参
加
者
が
速
や
か
に
集
合
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

続
い
て
、
丸
山
和
美
看
護
部
長
の
指
導
で
救

急
救
命
処
置
の
研
修
が
行
わ
れ
、
外
で
倒
れ
た

方
に
遭
遇
し
た
際
に
、
救
急
車
を
呼
び
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
除
細
動
な
ど
の
救

急
処
置
を
行
う
実
技
練
習
を
行
っ
た
。
救
急
車

の
要
請
を
周
り
の
人
に
依
頼
す
る
場
合
、
あ
い

ま
い
な
指
示
で
は
だ
め
で
、
言
葉
と
身
振
り
で

相
手
に
は
っ
き
り
依
頼
事
項
を
伝
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
ど
実
践
的
な
指
導
が
行
わ
れ
た
。

山
王
病
院
で
は
、
今
回
の
研
修
の
直
前
に
、

院
内
で
倒
れ
た
患
者
様
の
対
処
の
た
め
に
実
際

の
ハ
リ
ー
コ
ー
ル
が
発
信
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

際
も
医
師
な
ど
ス
タ
ッ
フ
が
迅
速
に
集
合
し
、

院
内
に
は
ハ
リ
ー
コ
ー
ル
の
認
識
が
浸
透
し
て

い
る
。
今
回
の
研
修
を
生
か
し
て
、
外
部
で
救

急
の
場
面
に
遭
遇
し
た
場
合
で
も
、
冷
静
に
対

応
で
き
る
よ
う
心
が
け
た
い
と
思
う
。
な
お
こ

の
ハ
リ
ー
コ
ー
ル
研
修
は
全
職
員
が
対
象
で
、

業
務
の
都
合
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
に
は
、

当
日
の
ビ
デ
オ
を
使
っ
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
を
予
定
し
て
い
る
。

ド
ク
タ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

五
月
一
五
日
、
山
王
病
院
の
医
師
を
主
体
と

し
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
ド
ク
タ
ー
ズ
コ
ン
サ

ー
ト
」
が
一
階
ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
は
当
院
皮
膚
科
佐
藤
佐
由
里
部
長

を
中
心
に
音
楽
仲
間
の
先
生
方
が
集
ま
り
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
モ
デ

ル
」
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
な
ら
誰
で
も
一
度
は
弾
い

て
み
た
い
名
器
。

先
生
方
は
、
診
療
後
の
時
間
を
使
い
熱
心
に

練
習
を
重
ね
、
当
日
は
余
技
と
は
思
え
な
い
見

事
な
ピ
ア
ノ
の
腕
前
を
披
露
し
た
。

山
王
病
院
で
は
、
当
院
を
ご
愛
顧
い
た
だ
い

て
い
る
方
か
ら
寄
贈
頂
い
た
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

「
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
モ
デ

ル
」
を
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
、
ド
ク
タ
ー
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
の
他
、
毎
月
一
回
「
夕
べ
の
コ
ン
サ
ー

ト
」
と
い
う
一
時
間
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
て
い
る
。

（
管
理
部
　
松
島
静
夫
）

化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院

新
人
看
護
師
歓
迎
会
（
及
び
看
護
師
親
睦
会
）

〜
ヒ
ミ
ツ
の
舞
台
裏
か
ら
〜

四
月
に
入
職
し
た
新
人
看
護
師
は
一
カ
月
の

研
修
の
後
、
五
月
か
ら
各
病
棟
へ
配
属
さ
れ
る
。

職
場
で
の
緊
張
が
ほ
ど
よ
く
解
け
た
五
月
二
六

日
、
恒
例
の
歓

迎
会
が
行
わ
れ

た
。
今
年
も
コ

ン
セ
プ
ト
は
、

〝
よ
う
こ
そ
化

研
病
院
へ
〞

各
部
署
か
ら

準
備
委
員
が
選

ば
れ
、
話
し
合

い
が
行
わ
れ

る
。
ま
ず
決
め

る
の
が
会
場
。
結
局
は
院
内
大
会
議
室
。
日
勤

が
終
了
し
た
ら
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
ら
れ
る
の
が

理
由
で
あ
る
。
次
に
役
割
分
担
。
そ
れ
ぞ
れ
の

部
署
で
可
能
な
仕
事
を
担
当
す
る
。
重
要
な
の

は
、
口
に
入
る
も
の
。

「
去
年
と
同
じ
で
は
つ
ま
ら
な
い
か
し
ら
？
で
も

○
○
屋
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
は
お
い
し
い
か
ら
、

新
人
さ
ん
に
も
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
」

「
デ
ザ
ー
ト
は
フ
ル
ー
ツ
に
し
ま
す
か
？
ケ
ー

キ
に
し
ま
す
か
？
」

「
私
た
ち
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
気
に
し
な
く
ち

ゃ
だ
め
な
ん
だ
け
ど
、
若
い
子
は
甘
い
物
が
好

き
よ
ね
、
き
っ
と
」

「
え
〜
い
、
大
奮
発
、
全
部
注
文
し
よ
う
！
」

そ
ん
な
や
り
取
り
の
後
、
無
事
決
定
。

そ
し
て
本
番
当
日
。
主
役
の
新
人
さ
ん
た
ち

が
別
室
で
控
え
る
中
、
仕
事
を
終
え
た
ス
タ
ッ

フ
が
じ
わ
り
じ
わ
り
と
集
ま
る
。

「
み
な
さ
ん
、
い
い
で
す
か
？
新
人
さ
ん
た
ち

が
入
場
し
ま
す
よ
〜
」

ざ
わ
ざ
わ
と
話
し
声
が
残
る
中
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
。
オ

フ
コ
ー
ス
の
「
さ
よ
な
ら
♪
」

一
瞬
静
か
に
な
っ
た
と
思
う
と
、
大
爆
笑
。

「〝
さ
よ
な
ら
〞
は
ダ
メ
で
し
ょ
う
。」

改
め
て
、
ロ
ッ
キ
ー
の
テ
ー
マ
曲
と
拍
手
の

中
、
新
人
さ
ん
た
ち
の
入
場
。
続
い
て
、
各
病

棟
か
ら
、
歌
や
踊
り
、
ス
ラ
イ
ド
な
ど
の
趣
向

を
凝
ら
し
た
余
興
が
披
露
さ
れ
る
中
で
、
た
く

さ
ん
笑
い
、
語
り
合
い
、
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食

べ
て
、
飲
ん
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過

ぎ
た
。

私
の
い
る
外
来
に
は
、
新
人
の
配
属
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
四
月
に
院
内
の
各
部
署
を

め
ぐ
る
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
で
顔
は
知
っ
て

い
る
。
そ
の
後
も
院
内
で
時
々
見
か
け
る
の
は
、

先
輩
の
横
で
仕
事
を
覚
え
る
緊
張
し
た
表
情
だ

っ
た
。
そ
れ
が
、
歓
迎
会
の
間
は
笑
顔
で
「
こ

の
子
は
こ
ん

な
可
愛
い
顔

を
し
て
笑
う

ん
だ
な
あ
」

と
う
れ
し
く

な
っ
た
。

こ
の
よ
う

な
機
会
を
通

し
て
、
気
軽

に
話
を
し
た

り
、
相
談
し

た
り
で
き
る

友
人
や
先
輩
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
う
。

（
外
来
　
垣
内
麻
見
）

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
九
州
地
区
）

みんなで楽しくジェンカのダンス

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
東
京
地
区
）

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
千
葉
地
区
）

▼　高木病院　10944-87-0001 http://www.kouhoukai.org/takagi/

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
九
州
地
区
）

講演風景

市民600人余りが聴講した第4回大川市「未病と健康のつどい」

▼　山王病院　103-3402-3151 http://www.sannoclc.or.jp/

▼　化学療法研究所附属病院 1047-375-1111 http://www.kaken-hp.or.jp/

『手紙～拝啓十五の君へ』を全員で合唱

療養病棟で行っている体操「うめぼしの歌」

▼　福岡山王病院　1092-832-1100 http://www.kouhoukai.or.jp/f-sanno/
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兄弟姉妹特集

IUHW 2010.7.20

学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
に
よ
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
前
回
、『
兄
弟
姉
妹
揃
っ
て
国
福
大
生
』
を
特

集
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
い
い
こ
と
は
続
け
よ
う
」
と
い
う
素
直
な
ノ

リ
で
、
今
回
は
こ
の
四
月
の
入
学
生
を
絡
め
た
兄
弟
姉
妹
特
集
を
お
送
り
し
ま
す
。

兄
弟
姉
妹
揃
っ
て
国
福
大
生

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２

今回の
テーマ

ま
ず
、
弟
の
直
喜
さ
ん
、
同
じ
大
学
で
、

し
か
も
同
じ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
道

を
志
し
た
の
は
、
や
は
り
お
姉
さ
ん
の
影

響
で
す
か
？

「
は
い
、
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
Ｐ

Ｔ
を
め
ざ
し
た
い
と
伝
え
た
時
〝
勉
強
も

大
変
だ
し
仕
事
も
厳
し
い
け
ど
頑
張
っ

て
〞
と
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。
高

校
二
年
生
の
時
、
大
学
三
年
生
だ
っ
た
姉

か
ら
、〝
施
設
・
設
備
が
整
っ
て
い
て
素
晴

ら
し
い
大
学
だ
か
ら
見
に
行
っ
た
方
が
い

い
〞
と
強
く
薦
め
ら
れ
て
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
参
加
し
、
入
学
を
決
意
し
ま
し

た
」姉

の
美
穂
さ
ん
、
大
学
の
先
輩
と
し
て
、

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
先

輩
と
し
て
、
直
喜
さ
ん
へ
ア
ド
バ
イ

ス
は
？

「
弟
は
、
一
旦
目
標
を
掲
げ
た
ら
、
そ
こ
に
向

か
っ
て
真
っ
す
ぐ
に
努
力
す
る
と
こ
ろ
は
見
て

い
て
励
ま
さ
れ
る
し
感
心
し
ま
す
。
で
も
も
っ

と
幅
広
い
視
点
を
持
て
ば
今
以
上
に
よ
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
姉
と
弟
、
Ｏ
Ｔ

と
Ｐ
Ｔ
、
お
互
い
が
ど
の
よ
う
な
目
標
を
持
ち
、

ど
う
治
療
を
し
て
い
る
の
か
を
よ
く
話
し
、
高

枝
吉
さ
ん
姉
弟

●
姉
　
枝
吉
美
穂
さ
ん
（
２
０
０
９
年
、
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
学
部
作
業
療
法
学
科
卒
業
。
現
在
、
副
島
整
形
外

科
病
院
勤
務
）

●
弟
　
枝
吉
直
喜
さ
ん
（
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

理
学
療
法
学
科
１
年
）
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ま
ず
、
妹
の
香
里
奈
さ
ん
、
お
兄
さ
ん
と
同

じ
大
学
に
入
ろ
う
と
決
め
た
の
は
、
や
は
り
お

兄
さ
ん
の
影
響
で
す
か
？

「
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
学
部

は
違
い
ま
す
が
、
行
事
や
授
業
、
友
だ
ち
や
部

活
の
こ
と
な
ど
を
楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
情
報
か
ら
、
こ
の
大
学
が
い
い
な

と
思
う
よ
う
に
な
り
、
行
き
た
か
っ
た
薬
学
部
が
あ

る
こ
と
も
知
っ
て
決
め
ま
し
た
」

兄
の
和
樹
さ
ん
、
大
学
の
先
輩
と
し
て
、
ま
た
、

医
療
福
祉
の
先
輩
と
し
て
、
香
里
奈
さ
ん
へ
ア
ド
バ

イ
ス
は
？

「
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
、
友
だ
ち
を
大
切

に
す
る
、
の
ふ
た
つ
で
す
。
大
学
生
活
は
サ
ー
ク
ル

や
部
活
動
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
私
の
場
合
は
一
年
生
の
時
弓
道
部
に
所
属
し
、

さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
に

よ
り
、
他
学
科
の
学
生
、
先
輩
、
他
校
の
学
生
と
も

交
流
を
深
め
、
多
く
を
学
び
ま
し
た
。
大
学
生
活
で

得
ら
れ
る
経
験
は
医
療
従
事
者
と
し
て
将
来
活
か
せ

る
時
が
来
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
生
活
で
の

友
だ
ち
は
大
き
な
支
え
に
な
り
、
一
生
続
く
関
係
だ

と
思
い
ま
す
」

和
樹
さ
ん
、
ご
両
親
は
ど
ん
な
ふ
う
に
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
す
か
？

「
安
心
し
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
兄
妹
は

二
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。
妹
が
こ
の
大
学
に
入

学
し
た
ら
二
人
暮
ら
し
を
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た

時
は
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
不
安
が
大
き
か
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
両
親
か
ら
は
妹
に
い
ろ
い
ろ

教
え
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
の
で
、
勉
強
の
専
門
的
な

こ
と
以
外
は
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
教
え
た
い
と
思

い
ま
す
」

最
後
に
、
香
里
奈
さ
ん
、
ご
両
親
や
和
樹
さ
ん

に
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
を
見
て
い
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
が
あ
れ
ば
。

「
あ
る
と
す
れ
ば
、
高
校
生
の
時
よ
り
ず
っ
と
ま
じ

め
に
勉
強
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大

学
で
は
毎
週
提
出
す
る
よ
う
な
宿
題
が
少
な
い
代
わ

り
に
小
テ
ス
ト
な
ど
が
多
い
の
で
、
自
習
と
復
習
を

や
っ
て
い
か
な
い
と
大
変
で
す
。
今
も
レ
ポ
ー
ト
や

テ
ス
ト
勉
強
な
ど
、
や
る
こ
と
が
多
く
て
焦
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
レ
ポ
ー
ト
書
き
方
に
慣
れ
ず
に
苦
戦
し

て
い
ま
す
が
、
６
年
間
で
か
な
り
の
量
を
書
く
こ
と

に
な
る
の
で
、
早
く
慣
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で

す
。
講
義
の
内
容
も
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

な
ん
と
か
つ
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

本
学
の
卒
業
生
・
修
了
生
は
現
在
約
１
万
８

０
０
人
。
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
・
福
祉
の
現
場
で

活
躍
す
る
彼
ら
は
、
在
学
生
に
は
将
来
の
自
分

を
映
す
鏡
の
よ
う
な
存
在
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
、
そ
ん
な
先
輩
の
活
動
の
様
子
を
二
題
。

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
の
進
化

薬
科
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
　
原
田
桂
作
さ
ん

『
薬
事
新
報
』（
第
２
６
２
９
号
）
に
、
こ
の
三

月
、
薬
科
学
研
究
科
修
士
課
程
を
修
了
し
た
原
田

桂
作
さ
ん
の
寄
稿
文
が
掲
載

さ
れ
た
。
原
田
さ
ん
は
現
在
、

北
九
州
市
立
八
幡
病
院
薬
剤

科
に
勤
務
。
が
ん
薬
物
療
法

認
定
薬
剤
師
。

大
学
時
代
、
先
生
か
ら

「
私
と
あ
な
た
が
出
会
っ
た

の
も
何
か
の
縁
、
人
と
の
出

会
い
を
大
切
に
し
な
さ
い
、

今
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
打

ち
込
み
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
と
勉

強
に
打
ち
込
ん
だ
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
た
が
、

心
残
り
が
一
つ
だ
け
あ
っ
た
。
四
年
次
に
大
学
院

進
学
を
考
え
た
が
、
事
情
が
許
さ
ず
断
念
し
て
い

た
こ
と
だ
。

社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
も
良
き
先
輩
・
同
僚
・

友
人
に
恵
ま
れ
た
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
マ
ラ
ソ

ン
に
打
ち
込
み
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
三
時
間
二
〇

分
を
切
る
こ
と
と
、
富
士
登
山
競
走
で
完
踏
す
る

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

二
〇
〇
七
年
九
月
、
群
馬
で
開
催
さ
れ
た
日
本

医
療
薬
学
会
年
会
に
参
加
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
の
示

説
を
さ
れ
て
い
た
国
際
医
療
福
祉
大
学
薬
学
部
の

山
田
治
美
准
教
授
と
言
葉
を
交
わ
し
た
の
が
新
た

な
る
縁
だ
っ
た
。
国
際
医
療
福
祉
大
学
で
は
社
会

人
大
学
院
コ
ー
ス
を
開
設
し
て
お
り
、
家
族
や
当

時
の
薬
剤
部
長
と
相
談
し
悩
み
抜
い
た
末
、
待
望

の
大
学
院
へ
の
道
が
開
か
れ
た
。
国
際
医
療
福
祉

大
学
は
自
治
医
科
大
学
と
連
携
し
、
文
部
科
学
省

「
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
プ
ラ
ン
」
に
承

認
さ
れ
て
い
た
。
講
義
は
平
日
の
夜
間
と
土
曜
日
、

キ
ャ
ン
パ
ス
は
大
田
原
な
ど
全
国
八
カ
所
に
あ
り
、

ど
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
衛
星
中
継
で
同
時
進
行

に
て
講
義
を
受
講
で
き
る
。
通
学
し
た
福
岡
天
神

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
医
療
経
営
、
臨
床
試
験
、
看
護
・

助
産
、
介
護
、
理
学
・
作
業
療
法
、
言
語
聴
覚
分

野
の
学
生
と
一
緒
に
講
義
を

受
け
、
演
習
で
は
職
種
の
垣

根
な
く
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
、
医
療
機
関
の
経
営
感

覚
や
各
専
門
分
野
で
の
問
題

点
、
他
職
種
か
ら
見
た
薬
剤

師
像
が
分
か
り
有
意
義
だ
っ

た
。
夏
に
は
集
中
講
義
と
実

習
が
あ
り
、
実
習
は
二
泊
三

日
で
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
や

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
で
行
わ
れ
、
同
級
生
や

先
生
方
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
修
士

論
文
は
「
が
ん
薬
物
療
法
実
施
患
者
の
有
害
事
象

と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
調
査
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
た
。
抗

が
ん
剤
は
治
療
域
と
毒
性
域
の
差
が
狭
く
、
有
害

事
象
は
ほ
と
ん
ど
の
症
例
で
発
現
し
、
患
者
の
治

療
意
欲
、
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
を
著
し
く
低
下

さ
せ
る
。
が
ん
化
学
療
法
実
施
患
者
の
有
害
事
象

調
査
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
評
価
及
び
抗
が
ん
剤
治
療
に
お

け
る
薬
剤
師
の
薬
学
的
介
入
の
効
果
に
つ
い
て
調

査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
が
ん
治
療
法
選
択
、
あ
る

い
は
生
存
期
間
中
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
の
一
助
と
な
る

と
考
え
た
か
ら
だ
。
職
場
と
大
学
院
生
の
両
立
に

つ
い
て
の
葛
藤
や
、
デ
ー
タ
収
集
や
解
析
で
難
渋

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
旭
満
里
子
教
授
を
は
じ

め
指
導
教
官
に
丁
寧
か
つ
熱
意
あ
る
ご
指
導
を
い

た
だ
き
、
無
事
修
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
震
大
国
日
本
で
生
か
し
た
い
経
験

放
射
線
・
情
報
科
学
科
卒
業
　
小
西
英
一
郎
さ
ん

二
〇
〇
四
年
に
放
射
線
・
情
報
科
学
科
を
卒
業

し
、
現
在
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
千
葉

東
病
院
放
射
線
科
に
勤
務
す
る
小
西
英
一
郎
さ
ん

は
、
ハ
イ
チ
大
地
震
の
国
際
緊
急
援
助
活
動
に
診

療
放
射
線
技
師
と
し
て
参
加
し
た
。

今
年
一
月
一
二
日
午
後
四
時
五
三
分
、
西
イ
ン

ド
諸
島
ハ
イ
チ
共
和
国
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・

０
の
地
震
が
起
こ
っ
た
。
首
都
直
下
型
で
震
源
が

浅
く
、
多
く
の
被
災
者
を
出
し
、
二
〇
世
紀
以
降

最
悪
と
言
わ
れ
る
災
害
と
な
っ
た
。

私
は
二
〇
〇
七
年
に
国
際
緊
急
援
助
隊
（Japan

D
isaster

Relief
T
eam

）
に
登
録
し
て
お
り
、

今
回
の
派
遣
と
な
っ
た
。
援
助
隊
は
、
団
長
、
副

団
長
、
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
医
療
調
整
員
、

業
務
調
整
員
な
ど
二
四
名
で
構
成
。
ほ
と
ん
ど
の

メ
ン
バ
ー
が
初
対
面
の
中
、
二
週
間
の
共
同
生
活

と
な
っ
た
。
一
月
一
六
日
、
成
田
を
出
発
。

ハ
イ
チ
で
は
、

先
遣
隊
の
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
職
員
、
隣

国
ド
ミ
ニ
カ
共

和
国
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
職
員
の
二
名

と
合
流
し
た
。

首
都
ポ
ル
ト
ー

プ
ラ
ン
ス
は
、

報
道
さ
れ
て
い

た
よ
う
に
暴

動
・
略
奪
等
が
激
し
く
、
安
全
が
保
障
さ
れ
な
い

こ
と
か
ら
活
動
は
行
わ
ず
、
他
国
の
医
療
チ
ー
ム

が
入
っ
て
い
な
い
レ
オ
ガ
ン
市
の
看
護
学
校
の
敷

地
内
で
の
活
動
と
な
っ
た
。
移
動
に
多
く
の
時
間

を
費
や
し
た
た
め
、
現
地
で
診
療
を
開
始
で
き
た

の
は
一
八
日
午
前
、
発
災
か
ら
六
日
目
と
な
っ
た
。

携
行
し
て
き
た
十
字
テ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
大
型

の
エ
ア
ー
テ
ン
ト
等
を
組
み
合
わ
せ
、
野
外
診
療

所
を
設
置
し
た
。
レ
オ
ガ
ン
市
で
は
初
め
て
の
医

療
チ
ー
ム
で
あ
り
、
受
付
開
始
前
か
ら
多
く
の
患

者
が
並
ん
だ
。
受
付
に
て
ト
リ
ア
ー
ジ
後
、
重
症

患
者
か
ら
テ
ン
ト
に
入
れ
診
察
を
行
っ
た
。
発
災

六
日
目
で
も
、
未
治
療
の
重
症
患
者
が
多
数
い
て
、

初
日
は
処
置
・
治
療
に
時
間
の
か
か
る
疾
患
ば
か

り
で
診
察
数
は
予
定
よ
り
は
る
か
に
少
な
か
っ
た
。

四
日
目
ま
で
は
外
傷
患
者
が
半
数
以
上
を
占
め
て

い
た
が
、
次
第
に
、
軽
度
の
外
傷
や
内
因
性
の
疾

患
も
増
え
て
き
た
た
め
、
徐
々
に
診
察
患
者
の
数

を
増
や
し
、
最
終
日
（
診
察
八
日
目
）
ま
で
で
五

三
四
人
（
再
診
含
む
）
の
診
察
を
行
っ
た
。

日
本
の
医
療
チ
ー
ム
は
、
法
律
で
麻
酔
薬
や
向

精
神
薬
を
海
外
へ
携
行
で
き
ず
、
限
ら
れ
た
処
置
・

治
療
し
か
行
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
徐
々
に
各
国

の
医
療
チ
ー
ム
が
レ
オ
ガ
ン
市
に
入
り
、
ア
メ
リ

カ
や
フ
ラ
ン
ス
の
医
療
チ
ー
ム
も
近
隣
で
活
動
を

始
め
た
た
め
、
日
本
チ
ー
ム
で
は
対
処
で
き
な
か

っ
た
四
肢
の
切
断
や
、
重
度
の
開
放
骨
折
の
洗
浄

デ
ブ
リ
ー
ド
マ
ン
術
等
を
他
国
の
医
療
チ
ー
ム
へ

依
頼
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
反
対
に
、
日
本
の

医
療
チ
ー
ム
以
外
は
Ｘ
線
撮
影
装
置
や
超
音
波
診

断
装
置
を
有
し
て
お
ら
ず
、
日
本
チ
ー
ム
へ
の
検

査
依
頼
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。
Ｘ
線
撮
影
は
全
体

の
五
五
％
に
及
び
、
と
て
も
感
謝
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
災
害
の
場
で
は
Ｘ
線
画
像
は
確
実
な
診
断

の
一
助
と
な
り
、
今
後
に
つ
な
が
る
大
き
な
経
験

と
な
っ
た
。
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田
沼
さ
ん
兄
妹

●
兄
　
田
沼
和
樹
さ
ん
（
理
学
療
法
学
科
３
年
）

●
妹
　
田
沼
香
里
奈
さ
ん
（
薬
学
科
１
年
）

め
合
い
成
長
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
」

美
穂
さ
ん
、
ご
両
親
は
ど
ん
な
ふ
う
に
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
す
か
？

「
同
じ
大
学
で
学
べ
て
、
と
て
も
喜
ん
で
い
る
よ
う

で
す
。
私
の
場
合
は
、
母
親
と
一
緒
に
作
業
療
法
士

の
仕
事
を
調
べ
た
の
で
す
、
そ
の
時
に
〝
あ
な
た
に

向
い
て
い
そ
う
な
仕
事
よ
〞
と
言
っ
て
く
れ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
弟
に
対
し
て
は
、
先
輩
で
も
あ
る

姉
が
い
て
、
心
強
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。」

最
後
に
、
直
喜
さ
ん
、
ご
両
親
や
美
穂
さ
ん
に
、

こ
う
い
う
と
こ
ろ
を
見
て
い
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

が
あ
れ
ば
。

「
勉
強
も
仕
事
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿

を
見
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
野
球
に
全
て
を
か
け

て
い
た
高
校
時
代
、〝
Ｐ
Ｔ
に
な
り
た
い
〞
と
伝
え

た
時
、
両
親
か
ら
、
ど
う
い
う
仕
事
な
の
か
を
知
る

た
め
に
実
際
に
病
院
見
学
に
行
く
こ
と
を
勧
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
大
学
の
先
生
の
お
話
を
一
緒

に
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
助
言
や
サ
ポ
ー
ト
が

当
時
の
僕
に
と
っ
て
は
大
変
意
義
の
あ
る
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
見
守
っ
て
も
ら
い
つ
つ
、

社
会
人
と
し
て
大
人
と
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
」

勉強も仕事も一生懸命に取り組んでいる姿を
見てほしいと思います

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
、

友
だ
ち
を
大
切
に
す
る

T
e

m
p

o
ra

ry
fe

a
tu

re
臨
時
特
集
先
輩
通
信

原田さんと旭先生（昨年の医療薬学会で）

テント内でのＸ線検査風景。日の丸が見える

お母さんの助言は美穂さんにも直喜
さんにもとても貴重でした

妹の親代わり。両親からも妹からも頼られる存在



「医療福祉チャンネル774」おすすめの番組
医療福祉チャンネル774

医療福祉チャンネル774では、スカパー! の774チャンネルで、医療・福祉・健康・介護に関する教育、教養、情報番組を放送！

第45回日本理学療法学術大会における大会奨励賞受賞
平成22年5月27～29日に岐阜で開催された、第45回日本理学療法学術大

会にて、昨年度本学会で発表した演題「片麻痺患者の座位からの歩き始め動作
における姿勢制御（第３報）～なぜ片麻痺患者は立ってすぐに歩きだせないの
か～」が選考の結果「大会奨励賞」に選ばれ、今回表彰を受けてきました。日
本理学療法学術大会は理学療法士が参加する日本最大規模の学会で、毎年一般

演題発表1,700題程度と、多くの基調講演が行わ
れます。3年かけて取り組んできたテーマがこの
ような賞をいただけることに大変感謝するととも
に、対象者様をはじめとする研究協力者の方々に
感謝し、今後の臨床に生かせるよう更に追試を行
っていきたいと思います。
（修士課程 保健医療学専攻 福祉援助工学分野　
長田悠路）

お知らせ IUHW Hot News

マロニエ・アワー

医療・福祉の世界で活躍する卒業生を紹介

国際医療福祉大学の卒業生に送る番組『マロニエ・アワ
ー』が始まりました。医療・福祉の世界で活躍する卒業生
を通じて、同窓生の皆さまに交流の場を提供します。どう
ぞ、この番組をご活用ください。番組では、登場していた
だける卒業生を募集しています！
この番組は放送終了後も、インターネットでご覧いただけ
ます。http://www.ch774.com/

●過去に登場した卒業生
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飯田麻由佳さん（国際医療福祉大学
熱海病院で視能訓練士として勤務、
2006年3月保健医療学部・視機能療
法学科卒業）

田宮悦子さん（大成建設株式会社に
勤務、2001年3月医療福祉学部・医
療経営管理学科卒業）

リハビリテーションアワー

考える高次脳機能障害の評価と治療への挑戦

高次脳機能障害者のリハビリテーションを実施する上で、
高次脳機能の病態像を把握し、予後を推測し治療を行うこ
とはとても重要です。今回は、理学療法士、作業療法士の

みならず、リハビリテーションに
関連する職種が高次脳機能障害と
その新しい治療法などについて考
え、理解するための講座です。
コーディネーター：
丸山仁司氏（本学大学院教授）：左

ボイス～医療の扉をノックする～

医療と介護を巡る「ひと」を訪ねる

この番組は、あらゆる分野の“医療と介護を巡る「ひと」”
を訪ね、その秘めたる思いの
扉を開けるインタビュー番組。
医療界、企業、患者、介護者、
メディア、教育界などからご
出演いただきます。第1回は、
独立行政法人化された「国立
がん研究センター」の初代理
事長に就任した嘉山孝正氏で
す。嘉山孝正氏

黒岩祐治のニュース塾

医療・福祉に関する報道の検証

メディアと医療・福
祉を考える本学大学院
の授業をライブ感覚で
お届けします。講師は、
フジテレビで「ＦＮＮ
スーパータイム」「（新）
報道２００１」キャス
ターを歴任して、退職
後、本学大学院教授に
転身した黒岩祐治氏。
授業では、大学院生が
一週間で気になったニ
ュースをテーマに、テ
レビ討論さながら議論
を進めます。

医療福祉専門チャンネル動画配信サイト

医療福祉eチャンネル
http://www.ch774.com/

●医療福祉チャンネル774を見るには ――――――――――――
スカパー! の774チャンネルでご視聴いただけます。
○視聴料･･･月額2,100円（他、スカパー! 加入料2,940円（初回のみ）
・スカパー! 月額基本料410円がかかります）
法人契約･･･5,250円
○IUHW学生、マロニエ会会員、教育後援会会員の皆様は、特別視聴
の制度があります。下記までお問い合わせください。

●視聴に関するお問い合わせは ――――――――――――――――――
フリーダイヤル 0120-870-774（株）医療福祉総合研究所　お客さま係　
Eメール info@iryoufukushi.com    HP  http://www.iryoufukushi.com/
〒107-0062 東京都港区南青山1-3-3 青山1丁目タワー　４階

774視聴者特典

無料配信中！


